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　堂島連合地域誌発行にあたり一言ご挨拶申し上げます。

　大阪市地域振興会は、昭和 50 年に結成され「誰もが住みやすい自らの町

は自らの手でつくる」を合い言葉に、たゆみないボランティア活動を続けて頂

いております。長きに亘り諸先輩方 を々はじめ、皆様方のあたたかいご支援を

賜り、本日に至っておりますことを厚く御礼申し上げます。

　また、大阪市赤十字奉仕団は昭和 24 年 10 月に結成され、日本社資募金

への毎年の協力をはじめ、災害義援金募集などへの取組み、災害救助災害

訓練等に活動頂き、役割を果たして頂いております。堂島連合振興町会 堂島

連合赤十字奉仕団は、地域会員役員を同じくする一体の組織であります。

　近年は街頭犯罪の多発化、また予想もしない自然大災害が起こると予測さ

れています。このような状況にも迅速に対応できるよう、より一層の結束を固め

自助共助及び公助のつながりが重要です。

　堂島連合振興町会では、スローガンとして掲げている「安全安心で美しい町

づくり」の一環としまして、多数の街頭防犯カメラ、自動体外式除細動器

（AED）、非常災害時などに速やかに避難して頂くためのスピーカーを設置して

おります。

　歴史ある堂島は大阪北の玄関口でもあります。この地が、安全安心で美し

い町であり続けるため、また未来に向かってより大きく築き上げていくためにも、

今後皆様の更なるご支援ご協力を賜りますことをお願い申し上げます。

　本誌の発行にあたりまして、ご協力を賜りました関係者の皆様に衷心より厚

く御礼申し上げ、私の言葉とさせて頂きます。

堂島連合振興町会長　
堂島連合赤十字奉仕団長　

山 本 弘 澄
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島
の
地
名
の
由
来
は
諸
説
あ

る
が
、
そ
の
一
つ
は
お
堂
の

あ
っ
た
島
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ

の
お
堂
こ
そ
、
現
在
も
堂
島
ア
バ
ン
ザ

の
一
画
に
建
つ
堂
島
薬
師
堂
で
あ
る
と

い
う
。

　

推
古
朝
（
５
９
３
〜
６
２
８
年
）
の

史
料
に
「
東
は
玉
造
に
四
天
王
寺
を
つ

く
り
、
西
の
方
洲
の
中
に
御
堂
を
建
立

し
た
」
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、

延
宝
３
年（
１
６
７
５
）の
古
文
書『
芦

分
船
』
に
も
、
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺

を
創
建
す
る
際
の
資
材
を
載
せ
た
船
が

暴
風
雨
で
難
破
し
、
漂
着
し
た
洲
の
中

に
お
堂
を
建
て
た
旨
の
記
述
が
あ
る
。

こ
れ
ら
が
堂
島
薬
師
堂
の
こ
と
で
あ
れ

ば
、
堂
島
の
ル
ー
ツ
は
１
４
０
０
年
以

上
も
さ
か
の
ぼ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
後
、
薬
師
堂
へ
の
信
仰
は
連
綿
と

続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
の
北
の
大
火
で
堂
宇
を

焼
失
す
る
も
、「
花
半
」
と
い
う
店
の

主
人
が
仏
像
を
持
ち
出
し
て
自
宅
に
運

び
、
類
焼
を
逃
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

明
治
44
年
に
（
１
９
１
１
）
に
「
堂
島

座
」
と
い
う
劇
場
が
で
き
た
関
係
で
、

大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
東
に
移
さ

れ
る
と
、
堂
島
座
の
関
係
者
が
次
々
に

亡
く
な
り
、
祟
り
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
た
ら
し
い
。
長
い
歴
史
を
経
て
、
こ

「
堂
島
」の
誕
生
と
薬
師
堂
。

の
時
代
に
は
す
っ
か
り
地
元
の
人
々
の

崇
敬
を
集
め
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

戦
災
を
逃
れ
た
薬
師
堂
は
、
昭
和
28

年
（
１
９
５
３
）
に
奈
良
の
薬
師
寺
の

管
長
を
招
き
、
盛
大
な
復
興
祭
を
営
ん

だ
。
こ
れ
を
機
に
、
中
断
し
て
い
た
節

分
や
盆
踊
り
の
行
事
も
復
活
す
る
。
昭

和
50
年
（
１
９
７
５
）、
毎
日
新
聞
社

の
新
社
屋
計
画
に
伴
っ
て
仮
移
転
。
以

後
、
毎
日
新
聞
社
が
主
体
と
な
り
、
月

２
回
の
法
要
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

そ
し
て
平
成
11
年
（
１
９
９
9
）、

堂
島
ア
バ
ン
ザ
の
建
設
に
際
し
て
、
現

在
の
場
所
に
戻
さ
れ
る
。
新
し
い
お
堂

は
三
角
形
の
ミ
ラ
ー
ガ
ラ
ス
１
２
７
枚

を
組
み
合
わ
せ
た
と
て
も
モ
ダ
ン
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
周
囲
の
現
代
的
な
ビ
ル
と

の
調
和
を
図
っ
て
い
る
。

在
の
堂
島
薬
師
堂
が
最
も
華
や

ぐ
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
2
月

3
日
の
「
節
分
お
水
汲
み
祭
り
」
だ
。

も
と
も
と
曽
根
崎
新
地
で
行
わ
れ
て
い

た
節
分
祭
と
、
地
元
や
大
阪
の
活
性
化

を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
お
水
汲
み
祭
り

が
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
、
２
０
０
４
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　

薬
師
寺
の
僧
侶
に
よ
る
法
要
の
あ
と
、

薬
師
寺
金
堂
の
井
戸
か
ら
汲
み
出
し
た

「
お
香
水
」
と
大
阪
天
満
宮
の
水
を
参

拝
者
の
竹
筒
に
注
ぎ
、
無
病
息
災
や
商

売
繁
盛
を
祈
る
。
そ
し
て
鬼
た
ち
が
北

新
地
を
練
り
歩
く
と
、
福
男
が
豆
を
ま

い
て
厄
払
い
を
す
る
。
最
後
は
薬
師
堂

に
祀
ら
れ
て
い
る
弁
財
天
の
化
身
で
あ

る
龍
が
舞
い
、
夜
の
北
新
地
を
盛
り
上

げ
る
。
堂
島
連
合
振
興
町
会
や
地
元
企

業
、
そ
し
て
堂
島
に
住
む
人
や
働
く
人

が
一
緒
に
な
っ
た
お
祭
り
は
、
今
や

す
っ
か
り
大
阪
の
冬
の
風
物
詩
に
な
っ

た
。

2016年2月3日の節分
お水汲み祭りの様子。

昭和28年の復興祭の法要。
写真提供／毎日新聞社

堂内には本尊である薬師瑠璃光如来、地蔵菩薩像、弘法大師像など仏像４体、涅槃図など
軸２本が祀られる。瑠璃光如来の「瑠璃」はガラスの意味を持ち、外観はそれにあやかった。

すぐ東側に、昔の薬
師堂の建物が残って
いる。現在は飲食店
として使われている。

山田金三さん
株式会社京松 代表取締役

　「北新地が元気がなくなったら、大阪は沈ん
でしまう」。当時のサントリーの副社長の鳥井信
吾さんに声をかけていただき、地元企業と北新
地社交料飲協会、そして私たち町会が一緒に
なって新しいイベントを始めることになりました。
町会ではずっと節分祭をやっていたので、一緒
にやることになりました。実はそれまで料飲協会
と地元町会の関わりはあまりなかったのですが、
私自身も北新地に元気がないと感じていました
から、全員が一緒にやるというのはいいことだと

思いましたね。
　初めは顔も知らない人同士でしたが、北新地
の店の方々、地元企業に勤める社員の方、そ
して私たち町会のメンバーと、堂島のいろいろ
な立場の人たちが集まる接点になりました。ご
信仰の深い方からのご寄付に助けられ、今年
で12年目を迎えました。規模も大きくなり、地
元の役員だけでは絶対にできません。これから
も周囲の人といい関係を築きながら、この行事
が続いていくことを祈っています。

「お水汲み」の始まりが、地域を一つにした。

わたしの堂島物語 ①

Ⅰ 堂島のなりたち

薬師如来は病苦から衆生を救うとされるが、繁華街にある
堂島薬師堂には商売繁盛を祈願する人も多い。

左／昭和36年（1961）の節分祭の豆まき行列。
右／昭和30年代の堂島薬師堂の盆踊りの様子。
写真提供／毎日新聞社

Ⅰ 

堂
島
の
な
り
た
ち

堂

現
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江
戸
時
代
の

堂
島
と
米
市
場

あ
の
日
の

堂
島
に
渡
る
。

文
／

髙
島
幸
次

大
阪
大
学
招
聘
教
授
・

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所

堂
島
は〈
島
〉だ
っ
た
。

　「
堂
島
は
か
つ
て
島
だ
っ
た
」と
言
っ

て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
人
が
い
る
。「
地

名
に
〈
島
〉
が
付
い
て
い
る
で
し
ょ

う
？
」
と
重
ね
て
も
反
応
は
鈍
い
。
大

阪
に
は
加
島
・
御
幣
島
・
福
島
・
姫
島
・

出
来
島
な
ど
の
〈
島
〉
地
名
が
や
た
ら

に
多
い
の
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
古

く
に
陸
地
化
し
た
の
で〈
島
〉の
イ
メ
ー

ジ
を
引
き
ず
っ
て
い
な
い
の
だ
。

　
だ
が
し
か
し
、
他
の
地
名
と
は
異

な
っ
て
、
堂
島
は
〈
島
〉
で
な
く
な
っ

て
か
ら
ま
だ
1
0
0
年
も
経
っ
て
い

な
い
。
以
下
、
堂
島
が
〈
島
〉
だ
っ
た

時
代
に
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。

堂
島
の
成
立
と
蜆
川
。

　
堂
島
の
〈
島
〉
と
し
て
の
成
立
時
期

は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
名
は
寛

正
２
年
（
１
４
６
１
）
の
『
中
島
崇
禅

寺
領
目
録
』
に
「
堂
島
畠
」
と
見
え
て

い
る
。
同
『
目
録
』
に
は
「
そ
ね
ざ
き

平
田
」
も
あ
る
か
ら
、
堂
島
・
曽
根
崎

あ
た
り
は
、
同
寺
領
の
田
畑
と
し
て
開

発
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、

対
岸
の
中
之
島
の
史
料
上
の
初
見
は
慶

長
19
年
（
１
６
１
４
）
の
大
坂
冬
の
陣

関
連
の
史
料
だ
か
ら
、
堂
島
の
初
見
は

そ
れ
よ
り
１
５
０
年
も
古
い
こ
と
に
な

る
。

　「
堂
島
」
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
る
。

①
四
天
王
寺
の
建
立
資
材
が
漂
着
し

た
、
あ
る
い
は
資
材
置
場
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
同
寺
の
御
堂
に
ち
な
む
。

②
蜆
川
と
堂
島
川
に
挟
ま
れ
た
「
胴

島
」、
あ
る
い
は
川
（
＝
皮
）
に
挟

ま
れ
た
鼓
の
意
味
か
ら
「
筒
島
」
と

な
っ
た
。

③
風
流
人
の
小
川
宗
吾
が
設
け
た

「
五
花
堂
」
の
名
に
ち
な
む
。

　
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
現
在
、
堂
島
ア

バ
ン
ザ
に
あ
る
「
堂
島
薬
師
堂
」
が
推

古
天
皇
時
代
の
創
建
だ
と
い
う
伝
承
は
、

①
の
説
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る（
Ｐ
２
）。

　
江
戸
時
代
前
期
の
明
暦
3
年
（
１
６

５
７
）
の
『
新
板
大
坂
之
図
』〈
図
１
〉

を
見
る
と
、堂
島
川
と
蜆
川
の
間
に「
た

う
し
ま
（
堂
島
）」
が
描
か
れ
て
い
る
。

蜆
川
は
、
現
在
の
大
江
橋
北
詰
東
（
現

関
西
電
力
曽
根
崎
変
電
所
あ
た
り
）
で

堂
島
川
か
ら
分
か
れ
て
西
へ
弧
を
描
く

よ
う
に
流
れ
た
あ
と
、堂
島
の
西
端（
現

堂
島
大
橋
北
詰
の
西
側
）
で
再
び
堂
島

川
に
合
流
し
て
い
る
。

『新板大坂之図』
〈図1〉

Ⅰ 堂島のなりたち

1657 明暦3年

Ⅰ
堂
島
の
な
り
た
ち

堂
島
川

松
平
周
防

蜆
川

蜆
橋

堂
島

（大阪府立中之島図書館蔵）

『浪花百景』より歌川国員「大江ばしより鍋しま風景」（大阪府立中之島図書館蔵）
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堂
島
・
中
之
島
へ
の
架
橋
。

　
次
に
堂
島
・
中
之
島
へ
の
架
橋
の
様

子
を
時
系
列
に
見
て
お
こ
う
。

　
明
暦
3
年
『
新
板
大
坂
之
図
』
は
、

土
佐
堀
川
に
栴
檀
木
橋
、
淀
屋
橋
、
肥

後
殿
橋
（
の
ち
肥
後
橋
）、
筑
前
橋
、

田
辺
橋
（
の
ち
常
安
橋
）、
越
中
橋
の

6
橋
を
描
く
（
当
時
の
中
之
島
の
東
端

は
現
在
の
中
央
公
会
堂
付
近
な
の
で
、

難
波
橋
･
天
神
橋
は
数
え
て
い
な
い
）。

橋
名
の
「
肥
後
」「
筑
前
」「
越
中
」
は

橋
近
く
の
蔵
屋
敷
に
、「
淀
屋
」「
田
辺
」

「
常
安
」
は
商
人
の
名
に
ち
な
み
、
中

之
島
の
蔵
屋
敷
と
船
場
の
商
人
の
強
い

つ
な
が
り
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
図
の
蜆
川
を
見
る
と
、

対
岸
の
曽
根
崎
村
と
結
ぶ
蜆6

橋
（
堂
島

橋
）
が
１
本
架
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
そ

の
後
の
『
辰
歳
増
補
大
坂
図
』
を
見
て

も
、
堂
島
川
か
ら
の
分
流
地
に
難5

波
小

橋
が
１
本
増
え
た
だ
け
。
そ
し
て
、
堂

島
川
に
は
ま
だ
１
本
の
架
橋
も
な
い
の

だ
。

　
し
か
し
、
元
禄
14
年
（
1
7
0
1
）

頃
の
『
大
坂
三
郷
町
絵
図
』
で
は
、
堂

島
川
に
大1

江
橋
、
渡2

辺
橋
、
田3

蓑
橋
、

堀
江
橋
（
の
ち
玉4

江
橋
）
が
架
か
り
、

堂
島
と
結
ん
で
い
る
。
堂
島
の
下
流
に

架
け
ら
れ
た
船
津
橋
と
と
も
に
、
堂
島

新
地
の
開
発
に
伴
な
っ
て
一
気
に
架
橋

さ
れ
た
も
の
で
、「
元
禄
五
橋
」
と
総

称
す
る
。
そ
の
橋
上
に
は
、
堂
島
新
地

や
後
述
す
る
堂
島
米
市
場
へ
通
う
船
場

の
商
人
や
中
之
島
蔵
屋
敷
の
武
士
の
姿

が
絶
え
な
か
っ
た
違
い
な
い
。

　
ま
た
蜆
川
に
も
、
そ
れ
ま
で
の
２
本

に
加
え
て
曽7

根
崎
橋
、
桜8

橋
、
緑9

橋
、

梅10
田
橋
、
汐11
津
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。

の
ち
の
文
化
３
年（
１
８
０
６
）の『
増

脩
改
正
摂
州
大
阪
地
図
』〈
図
４
〉で
は
、

さ
ら
に
浄12
正
橋
、
堂13
島
小
橋
が
増
え
て

い
る
（
そ
の
後
、
桜
橋
と
緑
橋
の
間
に

助
成
橋
が
架
橋
さ
れ
る
）。
こ
う
し
て
、

堂
島
は
9
本
も
の
橋
で
北
対
岸
と
、
４

本
の
橋
で
中
之
島
と
結
ば
れ
た
の
で
あ

る
。

⑫

⑨
⑦

⑥

堂
島
の
新
地
と
蔵
屋
敷
。

　
蜆
川
の
名
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は

「
蜆
が
採
れ
る
川
」
だ
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
摂
津
名
所

図
会
』（
１
７
９
６
～
９
８
年
成
立
）は
、

も
と
も
と
は
広
か
っ
た
川
幅
が
、
江
戸

初
期
の
改
修
で
狭
ま
っ
た（
縮
ま
っ
た
）

か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る
。「
縮
ま
っ

た
川
→
縮
み
川
→
し
じ
み
川
」
と
い
う

わ
け
だ
。

　『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』（
１
８
５
５

年
成
立
か
）
も
、「
貞
享
年
間
よ
り
以

前
は
こ
の
川
幅
広
く
、
も
と
よ
り
深
く

し
て
大
船
の
入
り
し
所
」
と
説
明
す
る
。

か
つ
て
大
船
が
出
入
り
で
き
た
と
い
う

の
は
驚
き
だ
。

　
こ
こ
に
貞
享
年
間
と
あ
る
の
は
、
貞

享
～
元
禄
期（
１
６
８
４
～
１
７
０
４
）

の
河
村
瑞
賢
に
よ
る
改
修
工
事
で
川
幅

が
狭
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
。
瑞
賢
は
、

東
北
諸
藩
の
年
貢
米
を
江
戸
へ
輸
送
す

る
東
廻
り
航
路
・
西
廻
り
航
路
を
開
発

し
た
こ
と
で
有
名
だ
が
、
河
川
の
治
水

に
も
長
け
て
い
た
。
幕
府
か
ら
淀
川
河

口
の
治
水
工
事
を
任
さ
れ
た
瑞
賢
は
、

安
治
川
の
開
削
と
と
も
に
、
蜆
川
の
改

修
も
手
が
け
た
の
で
あ
る
。

　
蜆
川
改
修
の
結
果
、
元
禄
元
年
（
１

６
８
８
）
に
は
そ
の
左
岸
（
南
側
）
を

中
心
に
堂
島
新
地
が
成
立
し
た
。
堂
島

新
地
は
、〈
島
〉
内
の
開
発
地
だ
け
で

は
な
く
、
安
治
川
沿
い
の
諸
町
と
中
之

島
港
橋
町
を
加
え
た
20
ヶ
町
の
総
称
だ

が
、
幕
府
は
こ
こ
に
茶
屋
１
２
５
株
、

煮
売
屋
50
株
、
風
呂
屋
１
株
、
湯
屋
３

株
と
芝
居
２
箇
所
の
営
業
を
認
可
し
た
。

　
株
と
は
専
売
営
業
権
の
単
位
で
、
認

可
制
に
よ
り
茶
屋
な
ど
の
乱
立
を
制
限

し
た
の
で
あ
る
。「
茶
屋
」
は
、
現
在

の
喫
茶
店
的
な
「
水
茶
屋
」
で
は
な
く
、

「
茶
立
女
」
を
名
目
と
す
る
遊
女
を
抱

え
た「
色
茶
屋
」の
こ
と
だ
。「
風
呂
屋
」

に
も
「
髪
結
女
」
の
名
目
で
遊
女
が
い

た
。「
煮
売
屋
」
は
飲
食
店
、「
湯
屋
」

は
現
在
の
銭
湯
に
あ
た
る
。

　
こ
の
堂
島
新
地
の
認
可
か
ら
20
年
後

の
宝
永
５
年
（
１
７
０
８
）
に
は
、
堂

島
の
蜆
川
対
岸
に
曽
根
崎
新
地
が
成
立

し
、
茶
屋
98
株
、
煮
売
屋
56
株
、
風
呂

屋
４
株
、
湯
屋
１
株
、
旅
籠
屋
5
株
と
、

芝
居
2
箇
所
・
小
芝
居
１
箇
所
が
認
可

さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
蜆
川
の
両
岸
に
は
、
茶
屋

や
煮
売
屋
な
ど
が
建
ち
並
び
、
船
場
の

商
人
や
蔵
屋
敷
の
武
士
で
賑
わ
う
遊
興

地
に
発
展
し
た
。
川
面
に
は
、
茶
屋
へ

の
通
い
船
や
遊
山
用
の
屋
形
船
が
浮
か

び
、
そ
れ
を
目
当
て
に
物
売
船
や
芸
人

船
も
行
き
交
っ
た
。「
大
坂
し
ゞ
み
川

船
遊
び
」〈
図
２
〉
に
描
か
れ
た
遊
山

船
は
、
い
ま
ま
さ
に
蜆
川
か
ら
大
川
に

漕
ぎ
出
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）

初
演
の
近
松
門
左
衛
門

『
曽
根
崎
心
中
』
は
、

堂
島
新
地
の
天
満
屋
の

遊
女
・
お
初
と
内
本
町

平
野
屋
の
手
代
・
徳
兵

衛
の
心
中
物
だ
。
露
天

神
社
の
森
で
情
死
し
た

こ
と
か
ら
、
同
社
は
の

ち
に
「
お
初
天
神
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
も
境
内
の
お
初
・
徳

兵
衛
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
に

当
時
を
偲
ぶ
カ
ッ
プ
ル

が
訪
れ
る
。

　
さ
て
、
先
の
『
新
板

大
坂
之
図
』
で
は
、
堂

島
に
人
家
は
描
か
れ
て

い
る
が
町
割
り
は
見
え

ず
、島
の
東
端
に
は「
松

平
周
防
」
と
見
え
る
。

明
暦
３
年
の
松
平
周
防
と
い
え
ば
浜
田

藩
（
島
根
県
）
の
藩
主
・
松
平
周
防
守

康
映
の
こ
と
だ
か
ら
、
堂
島
に
浜
田
藩

蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
（
の
ち

中
之
島
に
移
転
）。

　
そ
の
30
年
後
の
元
禄
元
年
（
１
６
８

８
）『
辰
歳
増
補
大
坂
図
』〈
図
３
〉
で

は
、
堂
島
に
「
船
大
工
町
」
と
「
太
郎

兵
衛
町
」
の
町
割
り
が
で
き
、「
松
平

周
防
」
の
他
に
「
安
藤
対
馬
」
の
名
も

見
え
る
。
当
時
の
安
藤
対
馬
と
は
高
崎

藩
（
群
馬
県
）
の
藩
主
・
安
藤
重
博
の

こ
と
だ
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
高
崎
藩
の

蔵
屋
敷
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）
に
な
る
と
、

堂
島
・
中
之
島
の
内
外
に
91
藩
の
蔵
屋

敷
を
数
え
る
と
い
う
が
、
そ
の
う
ち
鹿

島
藩
（
佐
賀
県
）、
大
村
藩
（
長
崎
県
）、

唐
津
藩
（
佐
賀
県
）、松
山
藩
（
岡
山
県
）、

福
山
藩
（
広
島
県
）、人
吉
藩
（
熊
本
県
）、

臼
杵
藩
（
大
分
県
）
の
７
藩
が
堂
島
に

蔵
屋
敷
を
置
い
て
い
た
。
堂
島
は
新
地

に
お
け
る
遊
興
と
、
蔵
屋
敷
の
建
ち
並

ぶ
経
済
の
〈
島
〉
だ
っ
た
の
だ
。

〈図2〉

〈図3〉 『辰歳増補大坂図』

1688 元禄元年

大坂しゞみ川船遊び

Ⅰ 堂島のなりたち

〈図4〉

『増脩改正摂州大阪地図』

1806 文化3年

蜆川をゆく遊山船。『大坂年中行事絵本』より

（大阪府立中之島図書館蔵）

（大阪府立中之島図書館蔵）

蜆橋 難波小橋
安藤対馬

松平周防

①

④

⑩

⑬

②
⑤

⑧

⑪

③
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ち
な
み
に
、享
保
５
年
（
１
７
２
０
）

初
演
の
近
松
門
左
衛
門『
心
中
天
網
島
』

は
、曽
根
崎
新
地
の
紀
伊
国
屋
の
遊
女
・

小
春
と
天
満
の
紙
屋
治
兵
衛
の
心
中
物

だ
が
、
曽
根
崎
新
地
か
ら
大
長
寺
（
都

島
区
網
島
町
）
へ
の
道
行
を
語
る
「
名

残
の
橋
尽
く
し
」
に
は
、
蜆
川
の
梅
田

橋
・
緑
橋
・
桜
橋
・
蜆
橋
が
読
み
込
ま

れ
て
い
る
。

堂
島
米
市
場
の
　
　
　

成
立
と
変
遷
。

　
江
戸
前
期
の
豪
商
・
淀
屋
が
私
費
で

淀
屋
橋
を
架
け
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
淀
屋
の
2
代
目
・
言
当

（
个
庵
）
の
頃
、
淀
屋
橋
南
詰
の
店
頭

に
米
市
が
立
ち
、
往
来
の
妨
げ
に
な
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
う
。し
か
し
、
元

禄
10
年
（
１
６
９
７
）
に
は
堂
島
新
地

振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
米
市
は
対
岸

の
堂
島
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
堂

島
新
地
の
茶
屋
や
煮
売
屋
の
多
く
は
曽

根
崎
新
地
に
移
転
し
、
堂
島
は
商
業
地

域
と
し
て
の
色
彩
を
濃
く
し
、
曽
根
崎

新
地
は
遊
所
の
中
心
地
と
し
て
発
展
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
米
市
で
は
、
現
物
取
引
（
正
米

取
引
）だ
け
で
は
な
く
、先
物
取
引（
帳

合
米
取
引
）
も
行
わ
れ
た
が
、
幕
府
は

先
物
取
引
を
不
当
な
商
行
為
と
し
て
た

び
た
び
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
享

保
15
年
（
１
７
３
０
）
に
は
幕
府
が
帳

合
米
取
引
公
認
し
た
こ
と
に
よ
り
堂
島

帳
合
米
市
場
が
成
立
し
た
。
図
５

　
そ
の
午
前
に
は
先
物
取
引
（
空
売
と

空
買
を
帳
付
け
す
る
だ
け
の
売
買
）
が
、

午
後
に
は
現
物
取
引
（
蔵
屋
敷
が
発
行

す
る
「
米
手
形
」
の
売
買
）
が
行
わ
れ

た
。
米
仲
買
商
は
、米
10
石
単
位
の「
米

手
形
」
を
入
札
で
購
入
し
、
そ
れ
を
不

特
定
多
数
の
顧
客
商
人
に
売
る
の
で
あ

る
。
買
っ
た
商
人
は
米
が
必
要
な
ら
期

限
内
に
米
に
交
換
し
、
投
機
目
的
な
ら

相
場
の
推
移
を
見
守
る
こ
と
に
な
る
。

　
江
戸
中
期
の
大
坂
に
は
全
国
の
諸
藩

か
ら
毎
年
１
０
０
万
石
を
超
え
る
年
貢

米
が
運
ば
れ
、
こ
こ
で
決
ま
っ
た
米
相

場
は
旗
振
り
通
信
や
飛
脚
に
よ
っ
て
全

国
に
伝
え
ら
れ
た
。
今
も
各
地
に
旗
振

り
通
信
の
中
継
点
の
由
来
が
伝
わ
っ
て

い
る
。
堂
島
は
文
字
通
り
「
諸
国
相
場

の
元
方
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
明
治
維
新
に
伴
っ
て
、
明

治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
米
市
場
は
一

旦
廃
止
さ
れ
た
が
、
翌
々
年
に
は
堂
島

米
会
所
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
明
治
26
年
（
１

８
９
３
）
に
大
阪
堂
島
米
穀
取
引
所
へ

と
発
展
し
た
の
ち
、
昭
和
14
年
（
１
９

３
９
）
米
穀
配
給
統
制
法
の
施
行
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
現

在
、
そ
の
跡
地
に
は
堂
島
米
市
場
跡
記

念
碑
が
建
っ
て
い
る
。

〈
島
〉
で
は
　
　
　
　
　

な
く
な
っ
た
堂
島
。

　
維
新
の
後
も
堂
島
新
地
は
存
続
し
た

が
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
の
「
北

の
大
火
（
天
満
焼
け
）」
に
よ
っ
て
堂

島
も
曽
根
崎
も
全
焼
し
た
。
こ
の
火
災

で
生
じ
た
膨
大
な
瓦
礫
が
蜆
川
に
投
げ

込
ま
れ
、
緑
橋
か
ら
上
流
部
（
東
部
）

は
埋
ま
り
、
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

に
は
残
っ
て
い
た
下
流
部
も
埋
め
立
て

ら
れ
て
、
蜆
川
は
消
滅
し
た
。

　
火
災
の
後
、
堂
島
新
地
も
曽
根
崎
新

地
も
復
興
し
、
大
阪
堂
島
米
穀
取
引
所

も
再
興
さ
れ
た
。
蜆
川
が
な
く
な
っ
た

た
め
両
新
地
は
「
北
新
地
」
に
一
体
化

さ
れ
、
か
つ
て
の
流
路
に
は
、
数
え
き

れ
な
い
店
舗
が
入
居
す
る
ビ
ル
群
が
建

ち
並
び
、
そ
の
北
側
を
新
地
本
通
、
南

側
を
堂
島
上
通
が
走
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
〈
島
〉
で
は
な
く
な
っ
た

堂
島
は
、
大
阪
駅
周
辺
に
連
な
る
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
展
し
続
け

る
こ
と
に
な
る
。

Ⅰ 堂島のなりたち

『浪花名所図会』より安藤広重「堂島米市の図」（大阪府立中之島図書館蔵）

『大阪府写真帖』より「大阪堂島米穀取引所」（大阪市立中央図書館蔵）

堂島川沿いに建つ米市場跡の
記念碑。

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

１
９
４
９
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
大
阪
大

学
招
聘
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
。

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
員
も
務
め
、

天
神
祭
研
究
の
第
一
人
者
。
ま
た
天
神

祭
の
ボ
ラ
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
役
で
あ
る
天
満

天
神
御
伽
衆
を
養
成
す
る
な
ど
、
普
及
・

伝
承
に
も
尽
力
す
る
。
多
く
の
講
演
や

古
文
書
講
座
を
こ
な
す
ほ
か
、
天
満
天

神
繁
昌
亭
で
毎
月
25
日
に
行
わ
れ
る「
天

神
寄
席
」
は
じ
め
、
落
語
会
や
イ
ベ
ン
ト

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
も
多
数
。
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明
治
時
代
の

堂
島
の
様
子
。

【
明
治
44
年（
１
９
１
１
）地
籍
図
】

曽根崎上三丁目

曽根崎上四丁目

曽根崎
永樂町

曽根崎
新地一丁目

堂島裏一丁目

堂島中町一丁目

堂島中町二丁目
堂島浜通一丁目

堂島浜通二丁目

堂島船大工町

堂島裏二丁目
堂島裏三丁目

堂島北町

曽根崎
新地二丁目

曽根崎
新地三丁目

堂島中通停留所

船大工町市電
停留所

難波小橋

曽根崎上二丁目
停留所

堂 島 川堂 島 川堂 島 川堂 島 川堂 島 川

堂
島
掘
割

堂
島
掘
割

堂
島
掘
割

堂
島
掘
割

堂
島
掘
割

曽
根
崎
川

曽
根
崎
川

曽
根
崎
川

曽
根
崎
川

曽
根
崎
川

蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川

櫻
橋

緑
橋

渡
邊
橋

助
成
橋

曽
根
崎
橋

蜆
橋

大
江
橋

出入
橋

新柳橋

柳橋

大阪堂島
米穀取引所

大阪尋常小学校

堂島演藝
株式会社

株式会社
日本貯金銀行

内外綿
株式会社

合名会社
藤田組

岡山孤兒院

合名会社
藤田組

合同紡績
株式会社

官舎

社壇

至四ツ橋

至梅田

至梅田

至天満（橋）

商業会議所

商業学校

測候所

商品陳列所

北濱銀行
堂島支店

橋
蜆
橋
蜆
橋
蜆蜆蜆

橋橋
緑緑
橋
緑
橋
緑
橋
緑
橋橋
緑
橋
緑緑緑緑
橋

根根根
曽
根根根根根

蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川蜆 川

成成成成

橋橋橋
櫻櫻櫻
橋

柳橋柳橋

割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割

島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘
島
掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘掘
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂

柳柳柳

出入入入出入
橋入入出入
橋

電

111111111111

22222222222

333333333333333333
4

朝陽館

渋谷
ビール

N

0 50m 150m

り
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
土
地
の
造

成
や
大
火
な
ど
の
影
響
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
の
特
性
は
江

戸
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　堂島中2丁目に藤田伝三郎によって創設された藤田財閥
（後の藤田組）の本拠地。明治43年（1910）大阪初の
綿会社、内外綿株式会社が堂島北町に移転。内外綿株
式会社は堂島北町を本拠に支那綿直輸入、紡織工場を
上海におこすなど発展した。翌年には、堂島裏2丁目に
堂島座（地図では「堂島演藝株式会社」）が建つ。それ
に伴い、この場所にあった堂島薬師堂が東方に移転した。
江戸時代からの社交・芸能の性格を受け継ぎながらも、
藤田組の影響で産業に従事する企業も増えつつある。

　享保10年（1725）、米仲買と両替屋の株が許され
たことで商売の街区となった。堂島浜通１丁目には
大阪堂島米穀取引所、2丁目には紡績株式会社（明
治15年創業・現東洋紡）、北浜銀行があり、江戸時
代からの地区の性格を継承していると言える。

　五代友厚が朝陽館製藍所（藍染用の染料を製造する）を設立。また、
大阪の商業が衰退していくのを憂い、朝陽館製藍所内に大阪商法会
議所が設けられた（後の大阪商工会議所）。明治23年（1890）、外国
人を通じた貿易ではなく直接貿易ができるよう商品知識や世界事情に
通じることを目的に、大阪府立商品陳列所が設立される。工業試験
所も併置していたが、北の大火で焼失し、知事会館となった。その後、
大阪府立商品陳列所は東区本町橋東詰の府立大阪博物場跡地（現マ
イドーム大阪）に移転し、大正7年（1918）大阪工業試験所となった。

　桜橋北詰に福井座があったが、明治42年の北
の大火で焼失してしまった。また、曽根崎新地1
丁目、2丁目は特に細かく区割された民有地が並
んでおり、お茶屋が軒を連ねる江戸時代からの風
景をそのまま残していたことがうかがえる。

Ⅱ　近代化する街

〈凡例〉

　  宅地
　  企業
　  官地

米市場を中心とした、
商売街区としての性格を継承。
（堂島浜通1・2丁目）

蔵屋敷跡地に
倉庫・官地・工場が立地。
（堂島濱通2丁目、上福島1丁目）

江戸時代以来の社交のエリアに
財閥藤田組の影響。
（堂島船大工町、堂島裏1・2・3丁目、
堂島中1・2丁目、堂島北町）

曽根崎新地の歴史が
色濃く残る社交エリアの核。
（曽根崎新地1・2・3丁目、曽根崎永樂町、
曽根崎上3・4丁目）

1

2

34

※点線のエリアは明治42年の大
火で被害が大きく、明治44年の
地籍図が白紙だったため、大正
15年（1926）地図上に明治33年
（1900）の地図を復元した。

キタの大火後の堂島の様子。
一面、焼け野原となった。
（大阪市立中央図書館蔵）

明治10年（1877）に明治天
皇が朝陽館製藍所へ行幸。後
に石碑が建てられ、NTTテレ
パーク堂島第3ビル（NTT西日
本大阪支店）南側の壁面沿い
に今も残っている。

明治5年（1872）には堂島中
町に「渋谷ビール製造所」が
設けられたが、収支が償わず
10年ほどで休止した。国産ビー
ルの発祥とされ、石碑が建てら
れている。

Ⅱ 

近
代
化
す
る
街

明
治
維
新
後
の
版
籍
奉
還
に
よ
っ

て
、
諸
大
名
の
領
地
は
天
皇
お

よ
び
明
治
新
政
府
に
返
還
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
蔵
屋
敷
が
並

ん
で
い
た
堂
島
の
西
部
に
は
倉
庫
・
官

地
・
工
場
な
ど
公
的
な
性
格
を
帯
び
た

建
物
が
建
て
ら
れ
、
特
に
産
業
振
興
を

目
的
と
し
た
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

一
方
、
東
部
は
比
較
的
小
さ
い
宅
地
が

並
び
、
区
割
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
そ

れ
ほ
ど
速
く
な
く
、
明
治
44
年
（
１
９

１
１
）
の
地
図
で
も
そ
れ
が
見
て
取
れ

る
。

　

明
治
7
（
1
8
7
4
）
年
、
大
阪
〜

神
戸
駅
間
の
鉄
道
が
開
業
。
現
在
の
大

阪
駅
よ
り
南
西
の
位
置
に
大
阪
駅
が
置

か
れ
た
（
西
成
郡
曽
根
崎
村
）。
当
初

は
人
よ
り
も
貨
物
輸
送
の
比
重
が
大
き

く
、
大
阪
駅
に
着
い
た
荷
物
を
船
で
運

ぶ
た
め
、
明
治
10
～
11
年
頃
、
堂
島
川

か
ら
駅
の
南
西
ま
で
つ
な
が
る
堀
割
が

開
削
さ
れ
た
。

　

風
景
を
一
変
さ
せ
た
の
は
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
の
北
の
大
火
で
あ
る
。

堂
島
は
ほ
ぼ
全
域
が
焼
失
し
、
こ
の
時

に
出
た
瓦
礫
に
よ
っ
て
、明
治
45
年（
１

９
１
２
）
に
堂
島
掘
割
川
以
東
の
曽
根

崎
川
（
蜆
川
）
が
、
大
正
13
年
（
１
９

２
４
）
に
掘
割
川
以
西
の
曽
根
崎
川
が

埋
め
立
て
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
土
地
所
有
者
お
よ
び
区
割
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日
新
聞
大
阪
本
社
が
堂
島
で

稼
働
を
始
め
た
の
は
大
正
11

年
（
１
９
２
２
）
４
月
の
こ
と
。
明
治

９
年
（
１
８
７
６
）
に
誕
生
し
た
『
大

阪
日
報
』が
そ
の
後『
大
阪
毎
日
新
聞
』

と
紙
名
を
変
え
、
明
治
22
年
（
１
８
８

９
）
に
東
区
大
川
町
（
現
在
の
三
井
住

友
銀
行
大
阪
本
店
）
に
本
格
的
な
社
屋

を
構
え
る
。
し
か
し
日
露
戦
争
や
第
一

次
世
界
大
戦
を
契
機
に
部
数
も
ペ
ー
ジ

数
も
増
え
、
敷
地
を
拡
張
し
て
も
な
お

手
狭
と
な
っ
た
。
ま
た
大
阪
駅
に
新
聞

を
運
ぶ
際
に
淀
屋
橋
と
大
江
橋
の
２
つ

を
渡
る
（
大
阪
朝
日
は
渡
辺
橋
の
み
）

と
い
う
手
間
は
、
編
集
の
締
切
時
間
に

ま
で
影
響
し
た
の
で
あ
る
。

  「
広
い
敷
地
」「
大
阪
駅
に
近
い
」
候

補
地
を
探
し
て
い
る
と
、
松
竹
合
名
会

社
所
有
の
「
堂
島
座
」
が
経
営
不
振
で

解
散
し
、
そ
の
土
地
を
買
収
で
き
る
こ

と
と
な
る
。
ま
だ
周
囲
は
低
層
の
建
物

の
み
だ
っ
た
堂
島
に
、
花
崗
岩
の
外
壁

で
覆
わ
れ
た
「
白
亜
の
殿
堂
」
本
社
社

屋
が
出
現
し
た
。

　

堂
島
に
新
拠
点
を
置
い
た
大
阪
毎
日

は
こ
の
大
正
11
年
か
ら
新
事
業
を
次
々

と
ス
タ
ー
ト
。
日
刊
紙
に
加
え
『
英
文

大
阪
毎
日
』
や
『
点
字
大
阪
毎
日
』
を

発
行
し
、週
刊
誌
の
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』

も
創
刊
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
春
の

セ
ン
バ
ツ
（
当
時
は
選
抜
中
等
学
校
野

球
大
会
）
の
主
催
も
開
始
し
た
。

　

全
国
紙
が
本
社
を
構
え
た
こ
と
で
、

大
大
阪
時
代
に
は
堂
島
・
中
之
島
エ
リ

ア
へ
の
集
積
が
強
ま
る
。
そ
の
現
れ
が

堂
島
ビ
ル
（
Ｐ
16
・
現
存
）
や
後
に
阪

大
病
院
と
な
る
大
阪
医
科
大
学
付
属
病

院
（
１
９
２
４
年
）、
ダ
イ
ビ
ル
（
１

９
２
５
年
･
現
ダ
イ
ビ
ル
本
館
）、
中

央
電
気
倶
楽
部（
１
９
３
０
年
･
現
存
）

な
ど
で
あ
る
。
そ
の
社
交
場
と
し
て
高

級
歓
楽
街
で
あ
る
北
新
地
は
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
た
。

か
し
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る

と
堂
島
も
た
び
た
び
空
襲
の
標

的
と
な
り
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）

の
夏
に
は
完
全
に
焼
け
野
原
と
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
で
も
奇
跡
的
に
空
襲
を
免

れ
た
毎
日
新
聞
社
は
戦
後
、
い
ち
早
く

新
聞
発
行
が
可
能
な
体
制
を
構
築
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
主
催
も
精
力
的
に
行

い
、
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
は
昭
和
21
年
に
、

全
国
高
校
駅
伝
も
昭
和
25
年
に
ス
タ
ー

ト
し
、
今
日
に
至
る
。

毎
日
新
聞
社
が
堂
島
に
。

メ
ディ
ア
タ
ウ
ンへ
の
変
貌
。

　

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
か
ら
堂
島

は
大
き
く
変
貌
す
る
。
こ
の
年
、
毎
日

新
聞
社
南
隣
に
毎
日
会
館
（
北
館
）
が

完
成
し
、
11
階
に
毎
日
文
化
ホ
ー
ル
が

誕
生
す
る
。
名
画
の
上
映
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
ラ
ジ
オ
の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
た
。

　

同
年
12
月
に
は
関
西
初
の
民
放
テ
レ

ビ
局
で
あ
る
大
阪
テ
レ
ビ
（
Ｏ
Ｔ
Ｖ
＝

毎
日
新
聞
･
新
日
本
放
送
･
朝
日
新
聞

･
朝
日
放
送
が
共
同
出
資
）
が
現
在
の

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
場

所
に
誕
生
。
Ｏ
Ｔ
Ｖ
は
昭
和
34
年
（
１

９
５
９
）
の
６
月
に
朝
日
放
送
と
合
併

し
た
。
ま
た
前
年
に
新
日
本
放
送
か
ら

改
称
し
た
毎
日
放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
が
テ

レ
ビ
放
送
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
千
里

に
ス
タ
ジ
オ
が
移
る
（
１
９
６
０
年
）

ま
で
は
堂
島
に
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
・

ラ
ジ
オ
局
が
並
立
し
て
い
た
。

　

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
に
は
毎
日

会
館
南
館
が
オ
ー
プ
ン
。
２
階
に
毎
日

ホ
ー
ル
が
誕
生
し
、
同
年
に
完
成
し
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
（
２
０
１
３

年
再
開
場
）
や
い
ち
早
く
桜
橋
に
登
場

し
て
い
た
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
（
サ
ン
ケ

イ
ホ
ー
ル
ブ
リ
ー
ゼ
と
し
て
２
０
０
８

年
再
開
場
）
と
共
に
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
の
中
心
も
担
う
。
南
館
の
地
下
に

で
き
た
名
画
座
の
大
毎
地
下
劇
場
（
１

９
９
３
年
閉
館
）
は
映
画
フ
ァ
ン
で
連

日
に
ぎ
わ
っ
た
。

和
も
50
年
代
に
入
る
と
、
速
報

性
と
い
う
点
で
は
新
聞
は
そ
の

座
を
テ
レ
ビ
に
完
全
に
譲
っ
て
い
た
。

毎
日
新
聞
は
経
営
が
悪
化
し
、
本
社
の

老
朽
化
も
深
刻
だ
っ
た
た
め
土
地
ご
と

手
放
し
、
売
却
益
で
移
転
と
新
社
屋
を

建
設
す
る
決
断
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

　

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）、
毎
日
新

聞
大
阪
本
社
は
新
社
屋
を
西
梅
田
の
オ

オ
サ
カ
・
ガ
ー
デ
ン
･
シ
テ
ィ
に
建
設

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
２
年
後
に
起
工
。

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
12
月
14
日
に

は
西
梅
田
で
本
社
機
能
が
稼
働
を
は
じ

め
る
。

　

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
跡
は
２
０
０
０

年
に
地
上
23
階
地
下
２
階
建
て
の
商
業

施
設
と
事
務
所
の
「
堂
島
ア
バ
ン
ザ
」

と
し
て
再
デ
ビ
ュ
ー
。
ジ
ュ
ン
ク
堂
書

店
大
阪
本
店
や
、
毎
日
会
館
当
時
か
ら

人
気
の
洋
食
店
「
鶴
の
す
」
な
ど
が
テ

ナ
ン
ト
と
し
て
入
り
、
現
在
も
営
業
を

続
け
て
い
る
。

昭和8年（1933）10月、大阪駅上空からの風景。ほぼ中央に大阪毎日新聞本社。堂
島川を隔てた中之島には大阪朝日ビル（改築中）や、画面左上には日本銀行大阪支店
（現存）、大阪市役所旧庁舎。その北、御堂筋沿いには堂島ビル（現存）が見える。

びわ湖の毎日マラソンや都大路を走る高校駅
伝は戦後の一時期、堂島の大阪本社発着
だった。この時のマラソンは高石町（現高石
市）折り返し（1956年5月撮影）。

大阪大空襲の結果、堂島もほぼ完全に焼け野
原状態になるが、毎日新聞大阪本社は焼け残
り、戦前･戦中の数多くの貴重な資料も焼失を
免れた（1945年6月撮影）。

四つ橋筋に面した大阪毎日本社の壁
は、道行く人のメディアだった。その
日の紙面を全ページ掲出するだけでな
く、総選挙の際には臨時開票速報
掲示板も登場（1937年5月撮影）。

手前から毎日新聞大阪本社、毎日大阪会館北館、
同南館。右手の高層は近鉄堂島ビル。新聞社を出
るとすぐに四つ橋筋、という構造だった（1989年11
月撮影）。堂島アバンザの公開空地には旧大阪本社
の石造正面玄関が復元されている（下の写真）。

迫田 太さん
元毎日新聞大阪本社代表

　私の入社は昭和29年（1954）。大阪本社勤
務は10年後ですが、堂島は行くたびに街が変わ
る印象がありました。昭和40年頃までは遠方取材
に伝書鳩を連れて行き、フィルムを入れた筒を背
負わせて堂島本社まで飛ばしていました。
　北新地は上司などに誘われて［あざみ］や［ラ
モール］などの高級クラブに同行した程度で、一
人ではとても。夜遊びの豪傑は、給料日に集金
を逃れて通用門から出ていましたが、ママさんたち

に待ち伏せされていたようです（笑）。大事件が
起きると近所の雀荘にまず電話です。天六のガス
爆発（1970年）、千日デパート火災（1972年）
などは雀荘から記者を現場に行かせました。
　昭和62年（1987）に転勤、平成３年（1991）
に戻ってみると、自分が本社代表として堂島を去
る役割だと知りました。本社社屋取り壊しの際に、
竣工時に使われた松の丸太が大量に出てきました
が、腐ることなく屋台骨を強固に支えていました。

変わりゆく堂島に
寄り添った毎日新聞。
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堂
島
小
学
校
の
設
立
と
、

そ
の
歩
み
。

島
連
合
振
興
町
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
は
、
堂
島
の
「
堂
」
の

字
に
稲
穂
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
堂
島
に
米
相
場
が
あ
っ
た
歴
史
を

受
け
継
ぐ
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
も
と
も
と

こ
の
マ
ー
ク
は
か
つ
て
堂
島
に
あ
っ
た

小
学
校
の
校
章
だ
っ
た
。

　

明
治
維
新
直
後
に
設
立
さ
れ
た
三
つ

の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
堂
島
小
学
校

と
な
っ
た
の
は
明
治
16
年（
１
８
８
３
）

の
こ
と
。
堂
島
浜
通
２
丁
目
、
現
在
の

渡
辺
橋
北
詰
あ
た
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、

堂
島
船
大
工
町
に
移
転
し
た
が
、
明
治

42
年
（
１
９
０
９
）
の
北
の
大
火
で
校

舎
を
失
っ
て
し
ま
う
。
木
造
の
仮
校
舎

を
経
て
、
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に

再
び
堂
島
浜
通
２
丁
目
に
新
築
移
転
し

た
際
に
は
、
高
等
科
を
設
置
し
、
大
阪

市
堂
島
尋
常
小
学
校
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
の
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
堂
々
た
る
も
の
で
、
官
公
庁
の

建
物
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
威
厳
を
感

じ
さ
せ
る
。
現
在
も
小
学
校
跡
地
に
残

る
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
校
歌
が
つ
く

ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
。「
煙
の
大
阪 

名

に
負
う
米
市 

徽
章
は
垂
穂
よ
」と
い
う

小
学
生
が
唄
う
に
し
て
は
実
に
風
格
の

あ
る
校
歌
は
、昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）、

北
原
白
秋
・
山
田
耕
筰
の
名
コ
ン
ビ
に

よ
っ
て
作
詞
作
曲
さ
れ
た
。

　

堂
島
小
学
校
は
俳
優
・
森
繁
久
彌
氏

の
出
身
校
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
草
創
期
か
ら
名
門
と
し
て
市
内
に

名
を
轟
か
せ
て
い
た
よ
う
だ
。
１
０
０

周
年
を
機
に
編
ま
れ
た
「
ど
う
じ
ま
Ｐ

Ｔ
Ａ
新
聞
」
に
、
大
正
7
年
（
１
９
１

８
）
の
卒
業
生
、
大
澤
美
栄
さ
ん
の
手

記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
私
共
の
友
達
は
、浜
の
旦
那
衆
と
云

わ
れ
る
番
頭
、
丁
稚
に
か
こ
ま
れ
た
環

境
の
子
女
、
医
学
博
士
、
教
授
、
控
訴

院
長
、
裁
判
官
、
弁
護
士
、
日
本
銀
行

支
店
長
等
の
令
息
、
令
嬢
の
イ
ン
テ
リ

層
か
ら
、
美
し
い
芸
者
衆
の
卵
、
置
屋

の
か
わ
い
い
娘
さ
ん
等
々
、
と
り
ど
り

の
生
徒
色
で
恵
ま
れ
た
日
々
を
楽
し
く

無
邪
気
に
通
学
し
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、「
中
之
島

公
園
で
の
テ
ニ
ス
練
習
」
を
し
た
り
、

「
図
書
館
へ
自
習
」に
行
っ
た
り（
府
立

中
之
島
図
書
館
の
こ
と
だ
ろ
う
）
し
て

い
た
と
い
う
の
は
、
堂
島
な
ら
で
は
だ
。

　

ま
た
、
戦
前
・
戦
中
に
は
文
部
省
に

よ
っ
て
体
育
の
研
究
指
定
校
に
指
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
児
童
た
ち
は

毎
日
校
舎
の
周
囲
を
走
り
、
雨
の
日
で

も
校
舎
内
の
廊
下
や
階
段
で
行
進
の
練

習
を
行
っ
て
い
た
。
当
時
、
伊
勢
神
宮

に
参
拝
へ
行
く
と
、
堂
島
小
の
児
童
た

ち
が
行
進
す
る
様
子
が
あ
ま
り
に
見
事

で
、
参
詣
の
人
々
が
思
わ
ず
目
を
見

張
っ
て
立
ち
止
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。

阪
市
内
へ
の
空
襲
が
激
し
く
な

る
と
、
堂
島
小
の
児
童
お
よ
び

職
員
た
ち
は
滋
賀
県
へ
と
疎
開
し
、
児

童
の
多
く
は
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
終
戦
後
、
大
阪
へ
戻
っ

た
も
の
の
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

か
ら
児
童
数
減
少
の
た
め
に
や
む
な
く

曽
根
崎
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。
鉄
筋

4
階
建
て
の
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
堂
島

小
学
校
と
し
て
復
校
す
る
の
は
そ
の
13

年
後
、
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
の
こ

と
だ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
地
域
の

人
た
ち
の
熱
心
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

戦
後
、街
が
復
興
を
遂
げ
て
い
く
中
、小

学
校
を
再
び
地
元
に
取
り
戻
し
た
い
と

願
う
の
は
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
。
む
し

ろ
、
小
学
校
が
甦
っ
て
こ
そ
真
の
復
興

だ
と
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）、め
で
た
く

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
堂
島
小
学

校
だ
っ
た
が
、
児
童
数
減
少
の
流
れ
は

止
ま
ら
ず
、
曽
根
崎
小
学
校
と
の
統
合

が
決
定
し
、
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

３
月
、
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

現
在
、
そ
の
跡
地
に
は
堂
島
会
館
（
Ｐ

37
）
が
建
ち
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
夏
の

盆
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人
た

ち
の
憩
い
の
場
と
し
て
今
に
生
き
続
け

て
い
る
。

大火によって校舎を失った後
に建てられた木造の仮校舎。
建物を増築しながら、20年ほ
どここで過ごした。

昭和34年、堂島小学校として復校する際に
新築された校舎。翌年にはプールも完成した。

昭和4年に完成した新校舎。地上3階、地下1階。
図面によると屋上にも運動場があったという。

閉校する前、
昭和40年代の運動会の１コマ。

大
正
５
年

昭
和
８
年

昭
和
37
年

樋口一郎さん
元・堂島小学校生

　私は昭和７年（1932）生まれで、小学校３年
生の時に天王寺から堂島小学校に転校してきま
した。実家は帽子屋で、小学校のすぐ近所にあ
りました（右上写真）。
　当時、堂島小は文部省の体育研究指定校に
指定されていた関係で、本当にスパルタでした。
毎日朝と昼の２回、体力を付けるためだと中之島
まで走らされていました。剣道や柔道もやっていま
したし、勉強も厳しかったですよ。遊びと言えば、

堂島川で釣りばかりしていましたね。川の魚（フ
ナやコイ）と海の魚（ハゼやセイゴ）が入り混じっ
ていたのを覚えています。春には稚アユやウナギ
なども釣って食べた記憶があります。
　定年退職し、それまで住んでいた堺から引っ越
そうかと考えていた矢先、今住んでいるマンション
の広告を見たら、本籍と1番地違いなんです。そ
れで即決しましたね（笑）。堂島小に通ったのは
短い期間でしたが、校歌は今でも覚えていますよ。

堂島小は体育も勉強もスパルタでした。

わたしの堂島物語 ③
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 【堂島小学校 年表】

明
治
5
年

明
治
6
年

明
治
16
年

明
治
32
年

明
治
35
年

明
治
42
年

大
正
13
年

昭
和
3
年

昭
和
4
年

昭
和
16
年

昭
和
19
年

昭
和
20
年

昭
和
21
年

昭
和
34
年

昭
和
38
年

昭
和
47
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

７
月
１
日
、
堂
島
浜
通
２
丁
目
、
渡
辺
橋
北
詰
の
淀
藩
邸
に
堂
島

西
小
学
校
（
改
称
後
）
を
設
立
。（
※
現
在
の
サ
ン
ト
リ
ー
本
社
ビ

ル
の
あ
た
り
）

８
月
５
日
、
米
仲
買
集
会
所
跡
に
堂
島
東
小
学
校
（
改
称
後
）
を

設
立
。

３
月
12
日
、
曽
根
崎
新
地
3
丁
目
助
成
橋
北
詰
に
北
新
地
小
学
校

（
改
称
後
）
設
立
。

10
月
3
日
、
堂
島
西
小
学
校
、
堂
島
東
小
学
校
、
北
新
地
小
学
校

の
3
校
を
堂
島
西
小
学
校
の
位
置
に
合
併
、
堂
島
小
学
校
と
す
る
。

9
月
10
日
、
堂
島
船
大
工
町
13
番
堂
島
裏
1
丁
目
8
番
地
の
堂
島

東
小
学
校
跡
地
に
移
転
。（
※
現
在
の
梅
田
新
道
ビ
ル
の
あ
た
り
）

4
月
1
日
、
大
阪
市
堂
島
尋
常
小
学
校
と
改
称
。

7
月
、
北
の
大
火
で
校
舎
が
全
焼
。
仮
校
舎
を
建
て
る
。

4
月
1
日
、
高
等
科
を
併
置
し
、
大
阪
市
堂
島
尋
常
高
等
小
学
校

と
改
称
。

4
月
1
日
、
高
等
科
を
廃
止
し
、
大
阪
市
堂
島
尋
常
小
学
校
に
改
称
。

11
月
20
日
、
堂
島
浜
通
2
丁
目
12
番
地
の
１
に
新
築
移
転
。（
※
現

在
の
N
T
T
テ
レ
パ
ー
ク
堂
島
第
１
ビ
ル
の
あ
た
り
）

4
月
1
日
、
学
制
改
革
に
よ
り
国
民
学
校
と
な
り
、
大
阪
市
堂
島

国
民
学
校
に
改
称
。

大
阪
市
内
へ
の
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
滋
賀
県
へ
の
集
団
疎
開
が

始
ま
る
。

10
月
30
日
、
終
戦
に
よ
り
疎
開
解
除
と
な
り
、
全
員
帰
還
す
る
。

4
月
1
日
、
堂
島
国
民
学
校
は
休
校
と
な
り
、
曽
根
崎
国
民
学
校

に
併
合
さ
れ
る
。

４
月
１
日
、
北
区
堂
島
北
町
33
番
地
の
１
に
、
鉄
筋
４
階
建
て
校

舎
が
新
築
さ
れ
、
大
阪
市
立
堂
島
小
学
校
と
し
て
復
校
す
る
。（
※

現
在
の
堂
島
会
館
・
ふ
れ
あ
い
広
場
の
位
置
）

4
月
20
日
、校
外
学
舎
（
兵
庫
県
川
西
市
黒
川
）
の
落
成
式
を
行
う
。

10
月
21
日
、
創
立
百
周
年
記
念
式
を
行
う
。

9
月
27
日
、
堂
島
小
学
校
と
曽
根
崎
小
学
校
の
統
合
が
決
定
す
る
。

3
月
24
日
、
堂
島
小
学
校
閉
校
式
な
ら
び
に
閉
校
記
念
式
を
行
う
。

堂

大

Ⅱ
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代
化
す
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老
の
覚
書
で
あ
る
『
堂
島
物

語
』
を
元
に
、
大
正
～
昭
和
初

期
の
堂
島
の
様
子
を
大
正
15
年
（
１
９

２
６
）
の
地
形
図
上
に
復
元
し
た
。
明

治
44
年
地
籍
図
（
Ｐ
10
）
ほ
ど
の
精
度

は
な
い
も
の
の
、
地
籍
図
で
は
記
載
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
商
店
な
ど
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ス
ケ
ー
ル
な
視
点
か
ら
当
時
の
堂

島
の
風
景
が
う
か
が
え
る
。

　

戦
前
の
堂
島
に
共
通
し
た
傾
向
で
は

あ
る
が
、
引
き
続
き
明
治
時
代
か
ら
の

各
エ
リ
ア
の
特
徴
が
継
承
さ
れ
、
発
展

し
て
い
る
。
一
方
、
毎
日
新
聞
社
が
地

区
の
中
央
に
新
た
に
立
地
し
て
い
る
。

新
聞
販
売
店
も
た
く
さ
ん
で
き
、
大
阪

の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
片
鱗

を
見
せ
て
い
る
。

　

明
治
44
年
地
籍
図
と
比
較
す
る
と
、

わ
ず
か
15
年
の
間
に
蜆
川
が
埋
め
立
て

ら
れ
、
曽
根
崎
新
地
と
堂
島
裏
が
つ
な

が
っ
た
こ
と
に
よ
る
変
化
が
よ
く
わ
か

る
。
ま
た
、
天
満
の
裁
判
所
や
地
区
内

の
官
舎
の
影
響
か
ら
か
、
大
正
～
昭
和

初
期
は
地
区
全
体
に
弁
護
士
事
務
所
が

多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

　

今
回
の
地
図
上
に
個
人
家
屋
の
表
記

は
掲
載
し
な
か
っ
た
が
、『
堂
島
物
語
』

で
は
商
店
主
や
住
民
た
ち
の
思
い
出
話

が
た
く
さ
ん
記
載
さ
れ
て
い
る
。
貴
重

な
資
料
で
あ
り
、
ぜ
ひ
一
読
し
て
頂
き

た
い
。

戦
前
の
堂
島
の

街
並
み
。

【
大
正
～
昭
和
初
期
地
図
】

朝日多酒倉庫

浄祐寺

1

222

3333333
444

川魚料理店

興信所
堂島
ビルディング

銀行

福
島
川

市電桜橋駅

市電中町三丁目駅

藤田
公園

藤田組

裁判所官舎

東洋紡績本社

商業会議所

旅館

病院

銀行湯

旅館

弁護士

樋口帽子店

医院

医院

探偵社 西門
正門
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堂島幼稚園
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新聞
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医院

闇相場
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散髪屋
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湯

旅館

金物店
酒屋 氷店

堂 島 川渡
邊
橋

大
江
橋

出入
橋

曽根崎上四丁目

曽根崎新地二丁目
曽根崎新地
三丁目

上福島
一丁目

堂島裏二丁目

堂島中町
一丁目

堂島船大工町

堂島裏
三丁目

堂島中町
二丁目

堂島浜通
二丁目

堂島浜通
一丁目

堂島北町

堂島裏一丁目
（上一丁目）

曽根崎新地一丁目

曽根崎上三丁目

曽根崎
永楽町

大阪窯業

N

0 50m 150m

Ⅱ　近代化する街

　昭和3年（1928）、大阪商業会議所は大阪商工会議所に
改組する。明治45年（1912）には木造の大阪市役所仮庁
舎が置かれたが、大正10年（1921）に中之島に移転した。
その場所には堂島小学校が移転し（1929年）、第二次世界
大戦が終わる頃まであった。大正14年（1925）、知事会館
跡地に大阪中央電信局（Ｐ26）が新築。昭和3年に内外
の設備が完了し、移転した。

1 2

3

4

　北新地には、大正7年（1918）末の統計で芸妓置屋11軒、
貸席153軒、芸妓825名が在籍。昭和12年末の統計では
芸妓置屋9軒、貸席155軒、芸妓610名が在籍していた（Ｐ
6）。江戸時代には曽根崎新地であった歴史が、昭和に入っ
てもそのまま受け継がれていたと言えるだろう。

　堂島座の成績が思わしくなく、大正3年（1914）に大
阪毎日新聞社が土地を買収。大正11（1922）年に本社
ビルが落成した（Ｐ12）。大正～昭和初期の地図では旅
館と新聞関係の店が多いのが特徴である。大正12年
（1923）、堂島中2丁目に竹中工務店本店が移転。昭和
12年に株式会社に改組した。また、大正15（1926）年
時点では大阪市立堂島幼児園が見られる。

　大正2（1913）年、堂島浜通2丁目に大阪窯業本
社（後の住友大阪セメント）が置かれる。大正10年
頃には東洋一の工場として日本のセメント生産高の
約1割を産出した（後に新ダイビルに移転）。大正9
年には大阪紡績会社が堂島浜通に移転。当時の日
本の産業の中枢を担った企業が集った。また、大
江橋すぐ北の御堂筋沿いに３つの銀行が入った堂島
ビルディング（1923年）などのオフィスビルも建て
られた。この他、日本電気協会関西支部が分離独
立し、大阪に中央電気協会を設立。大正3年に中央
電気倶楽部が建設された。

お茶屋が多く、引き続き社交の中心に。
（曽根崎新地1・2・3丁目、曽根崎永樂町、
曽根崎上3・4丁目）

大阪毎日新聞の本社ビルが完成。
（堂島船大工町、堂島裏1・2・3丁目、
堂島中1・2丁目、堂島北町）

伝統的な商売街区。
大阪の産業の拠点に。
（堂島浜通1・2丁目）

大阪市役所が置かれ、
公的エリアの性格強まる。
（堂島浜通2丁目、上福島1丁目）

大阪市役所があった場所
には、現在も記念碑が
建っている。

堂島ビルディングの設計・施工は竹中工務店。1階に
は三井・山口・大阪貯蓄の3銀行を設け、2階は堂ビ
ル百貨店、5階は中山太陽堂、7・8階は堂島ホテル、
最上階9階は紳士社交倶楽部の清交社であった。
（大阪市立中央図書館蔵）

堂島ビルディング

商業会議所（商工会議所）の外観。
『大阪府写真帖』より（大阪市立中央図書館蔵）

※町名境界は明治44年地
籍図の範囲を元に表記
※曽根崎新地・永楽町・
曽根崎上と西部は『堂島
物語』に地図なし

Ⅱ
近
代
化
す
る
街

古
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北
新
地

文
・
写
真
／

江 

弘
毅

１
４
０
Ｂ
編
集
責
任
者

「
北
の
大
火
」
と

蜆
川
の
埋
め
立
て
。

　

江
戸
時
代
か
ら
の
遊
里
で
あ
っ
た
堂

島
新
地
と
曽
根
崎
新
地
を
合
わ
せ
て

「
北
新
地
」
と
呼
ば
れ
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
が
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）

の
「
北
の
大
火
」。

　

当
時
の
絵
図
を
見
る
と
、
天
満
か
ら

強
風
に
あ
お
ら
れ
西
へ「
延
長
約
二
里
」

（
俗
に
「
天
満
焼
け
」
と
称
さ
れ
た
）、

堂
島
川
の
北
側
を
焼
き
尽
く
し
、
福
島

ま
で
燃
え
広
が
っ
た
さ
ま
が
見
え
る
。

北
区
役
所
、
大
阪
控
訴
院
（
裁
判
所
）、

堂
島
米
穀
取
引
所
、
大
阪
高
等
商
業
学

校
、
堂
島
小
学
校
な
ど
が
焼
失
し
、
大

江
橋
、
桜
橋
、
梅
田
橋
、
蜆
橋
な
ど
11

橋
が
焼
け
落
ち
た
。

　

そ
の
結
果
、
曽
根
崎
川
が
両
岸
の
瓦

礫
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
。
そ
し

て
街
区
整
理
の
あ
と
、
こ
の
元
遊
里
の

一
帯
は
、
芸
妓
の
「
置
屋
」「
席
貸
」

と
呼
ば
れ
る
「
お
茶
屋
」
だ
け
が
許
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、

大
大
阪
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
時
期
で
、

財
界
の
発
展
と
と
も
に
新
し
い
北
新
地

が
社
用
族
の
遊
興
の
花
街
と
し
て
繁
盛

す
る
。

　

ち
な
み
に
「
北
の
大
火
」
か
ら
わ
ず

か
6
年
後
の
大
正
4
年
に
は
、
今
の
桜

橋
交
差
点
南
西
側
に
「
北
陽
演
舞
場
」

が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
大
林
組
の
施
工

で
白
木
造
り
に
銅
ぶ
き
屋
根
の
立
派
な

建
物
だ
っ
た
。

北新地／「社交料飲」の街になるまで

大正4年に建てられた北陽演舞場の見事な建物。
『北新地社交料飲協会創立50周年記念誌』より

北の大火の被災状況を描いた「驚天動地
古今絶無大阪大火災実況図」（1909年
／大阪市立中央図書館蔵）

現
在
は「
社
交
料
飲
」の
街
で
あ
る
北
新
地
は
、

ど
の
よ
う
な
前
史
を
持
つ
の
か
。

江
戸
時
代
以
来
の
史
料
と
、

人
々
の
語
り
に
よ
っ
て
、そ
の
歴
史
を
紐
解
く
。

―
―「
社
交
料
飲
」の
街
に
な
る
ま
で
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明
治
・
大
正
時
代
の

北
新
地
の
雰
囲
気
。

　

大
阪
の
花
街
の
特
徴
は
、
芸
妓
を
差

配
す
る
統
一
的
な
「
検
番
」
が
組
織
さ

れ
ず
に
、「（
扱
）
席
」
と
称
さ
れ
る
複

数
の
店
が
独
立
営
業
す
る
制
度
で
あ
っ

た
。
大
正
7
年
（
１
９
１
８
）
の
記
録

に
は
、
芸
妓
置
屋
（
席
）
11
軒
、
席
貸

（
お
茶
屋
）
１
５
３
軒
、
芸
妓
８
２
５

人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

戦
前
の
曽
根
崎
新
地
に
つ
い
て
は
元

朝
日
新
聞
記
者
の
篠
崎
昌
美
氏
が『
続・

浪
華
夜
ば
な
し
』（
昭
和
30
年
・
朝
日

新
聞
社
刊
）
で
こ
う
書
い
て
い
る
。

　　

浄
正
橋
か
ら
出
入
橋
を
経
て
梅
田
橋

に
か
か
る
と
、
も
う
そ
こ
は
北
新
地
の

入
口
で
陽
気
な
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い

た
。
そ
の
花
や
か
さ
は
南
地
の
よ
う
な

騒
が
し
さ
は
な
く
、
何
と
な
く
親
し
み

の
あ
る
気
分
で
あ
っ
た
。（
略
）

　

桜
橋
の
橋
上
よ
り
東
方
を
見
渡
す
と
、

川
の
両
側
は
石
崖
造
り
の
上
に
、
川
の

半
分
乗
り
出
す
よ
う
に
茶
屋
の
奥
座
敷

が
ず
っ
と
な
ら
び
、
両
側
の
家
か
ら
手

で
も
出
せ
ば
握
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
狭
く
見
え
、
そ
れ
が
ま
た
美
し

く
、
満
潮
の
澄
み
渡
っ
た
川
水
に
さ
か

さ
に
影
を
宿
し
て
動
い
て
い
る
。
夜
に

入
る
と
あ
か
り
障
子
に
透
け
て
お
客
や

芸
妓
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
揺
れ
る
の
も
面

白
い
。

　

篠
崎
氏
は
明
治
25
年
（
１
８
９
２
）

西
区
生
ま
れ
。
ま
だ
曽
根
崎
川
の
下
流

が
埋
め
立
て
ら
れ
る
前
の
北
新
地
だ
と

推
測
で
き
る
貴
重
な
文
章
だ
。

　

ま
た
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

の
北
新
地
の
よ
う
す
は
写
真
で
見
る
限

り
、
京
・
祇
園
の
お
茶
屋
や
料
理
屋
の

町
家
よ
り
も
大
ぶ
り
な
構
造
の
建
物
が

ず
ら
り
並
ん
で
い
て
、
今
と
は
ま
っ
た

く
違
っ
た
光
景
だ
。

戦
争
直
後
の
北
新
地
。

―
―
お
茶
屋
「
鶴
太
良
」
女
将
・
家

原
ハ
ツ
さ
ん
の
話

　

太
平
洋
戦
争
で
街
の
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
し
た
北
新
地
は
再
び
復
興
す
る
が
、

高
度
経
済
成
長
に
合
わ
せ
て
伝
統
的
な

花
街
は
そ
の
姿
を
変
え
る
。

　

お
茶
屋
の
「
鶴つ
る
た
ろ
う

太
良
」
の
女
将
さ
ん
、

大
正
9
年
（
１
９
２
０
）
生
ま
れ
の
家

原
ハ
ツ
さ
ん
の
聞
き
書
き
か
ら
記
述
し

て
い
く
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

わ
た
し
の
お
じ
い
さ
ん
は
明
治
大
正

年
間
に
洋
食
屋
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
北
陽
軒
」
と
い
う
店
で
、
今
の
曽
根

崎
新
地
「
ス
エ
ヒ
ロ
」
の
と
こ
ろ
で
し

た
。
昭
和
2
年
（
１
９
２
７
）
に
祖
父

が
、
ス
エ
ヒ
ロ
の
初
代
主
人
に
店
を
あ

げ
は
っ
た
。
ス
エ
ヒ
ロ
の
初
代
主
人
は

「
も
ら
わ
ぃ
で
か
。
そ
の
代
わ
り
約
束

す
る
、
日
本
一
の
洋
食
屋
に
な
っ
て
み

せ
る
。
そ
れ
が
恩
返
し
や
」
と
言
う
た

と
聞
か
さ
れ
て
ま
す
。

　

そ
れ
で
曽
根
崎
新
地
か
ら
堂
島
へ
移

り
ま
し
た
。
大
き
な
演
舞
場
も
お
ま
し

た
な
。

　

戦
争
で
北
の
新
地
は
丸
焼
け
に
な
っ

て
し
も
て
、
う
ち
も
よ
う
け
あ
っ
た
借

家
も
皆
焼
け
て
、
一
晩
で
貧
乏
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
新
円
の
切
り
替
え
も

あ
っ
て
、
女
で
す
か
ら
な
に
も
分
か
れ

へ
ん
か
っ
た
。

　

母
の
友
人
に
、
清
元
延
栄
さ
ん
（
女

流
清
元
界
の
第
一
人
者
）
と
い
う
方
が

い
て
、「
何
に
も
ゆ
う
こ
と
な
い
、
芸

妓
は
ん
に
出
な
さ
い
」
と
言
っ
た
。
お

母
さ
ん
は
「
こ
ん
な
顔
悪
い
娘
や
か
ら
、

と
ん
で
も
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

延
栄
さ
ん
は
「
い
や
、
わ
た
し
が
芸
、

教
え
て
み
せ
る
」
と
言
う
て
は
っ
た
。

え
え
お
師
匠
さ
ん
で
し
た
。

　

頼
む
か
ら
商
売
し
て
く
れ
、
と
ス
エ

ヒ
ロ
の
初
代
は
言
い
ま
し
た
が
、「
こ

れ
が
こ
の
コ
の
運
命
や
か
ら
放
っ
と
い

て
頂
戴
」
と
母
は
言
う
て
ま
し
た
。

　

若
い
け
ど
声
が
よ
か
っ
た
ん
で
っ

し
ゃ
ろ
、
そ
こ
か
ら
清
元
一
本
で
い
き

ま
し
た
。

　

戦
前
の
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
で
す
が
、

夏
な
ん
か
夕
方
に
な
っ
た
ら
床
几
出
し

て
、
芸
妓
さ
ん
が
腰
か
け
て
団
扇
で
あ

お
い
で
る
。
い
つ
お
花
か
か
っ
て
も
エ

エ
よ
う
に
、
頭
は
き
ち
っ
と
結
う
て
浴

衣
着
て
、
情
緒
が
あ
り
ま
し
た
な
。

　

昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）
の
節
分
の

日
に
、
こ
こ
真ま
さ
ご砂
町
（
実
際
に
は
西
天

満
4
丁
目
７-

19
）
に
建
物
を
建
て
ま

し
た
。
5
年
間
や
っ
た
芸
妓
を
や
め
て
、

芸
名
「
鶴
太
良
」
を
屋
号
に
し
て
、
お

茶
屋
を
し
た
ん
で
す
。
隣
も
瀧
本
さ
ん

と
い
う
お
茶
屋
さ
ん
で
し
た
。

　

新
地
の
お
茶
屋
さ
ん
は
、
戦
後
で
も

（
そ
の
頃
）
百
何
十
軒
、
い
や
も
っ
と

あ
っ
た
ん
ち
ゃ
い
ま
す
か
。「
席
」
が

芸
妓
さ
ん
を
養
成
し
て
い
て
、
お
茶
屋

さ
ん
か
ら
声
が
か
か
る
ん
で
す
。
ま
だ

芸
妓
さ
ん
は
３
０
０
人
は
い
て
た
ん

ち
ゃ
い
ま
す
か
。

　

昔
の
宴
会
は
お
茶
屋
さ
ん
で
も
や
っ

て
て
、お
客
さ
ん
が
来
は
っ
た
ら
、ゆ
っ

く
り
風
呂
へ
入
っ
て
も
ろ
て
浴
衣
に
着

替
え
て
宴
会
し
は
る
。
料
理
屋
さ
ん
に

も
お
風
呂
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
茶
屋
さ
ん
は
仕
出
し
屋
さ
ん
が
出

入
り
し
て
い
て
、
う
っ
と
こ
に
来
て
た

タ
ム
ラ
さ
ん
と
い
う
お
も
し
ろ
い
仕
出

し
屋
さ
ん
で
注
文
料
理
し
て
く
れ
る
ん

で
す
。
お
肉
や
ら
鶏
や
ら
鉄
板
の
上
で

じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
い
わ
せ
な
が
ら
ク
ル
マ

で
何
回
も
持
っ
て
来
は
る
。
新
御
堂
筋

大正～昭和初期に撮影された
芸妓や若旦那衆の写真。家
原ハツさんの「鶴太良」に伝
わるもの。『北新地社交料飲
協会創立50周年記念誌』より

北
新
地

北新地／「社交料飲」の街になるまで

家原ハツさん
曽根崎新地に生まれる。18歳から５～６年ほ
ど、宗右衛門町の老舗お茶屋「富田屋」で
仲居として勤める。戦争で「富田屋」が被災
したため、一時芦屋に疎開。戦後、周囲の
勧めで芸妓に。昭和28年（1953）に真砂町
にてお茶屋「鶴太良」を開いた。

―
―「
社
交
料
飲
」の
街
に
な
る
ま
で

昭和初期の北新地の様子。『北新地社交料飲協会創立50周年記念誌』より
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が
ま
だ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
す
っ

す
っ
と
持
っ
て
こ
れ
る
。

　

午
後
10
時
以
降
、
新
地
に
ク
ル
マ
が

入
ら
れ
へ
ん
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
、
ク

ル
マ
で
２
次
会
寄
ろ
か
と
い
う
人
が
来

ら
れ
へ
ん
と
い
う
こ
と
で
、
伊
東
さ
ん

や
ら
、
こ
っ
ち
へ
移
っ
た
お
茶
屋
も
多

い
で
す
。

　

戦
後
す
ぐ
に
サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
み
た

い
な
の
が
で
き
て
き
た
り
、
ビ
ル
ヂ
ン

グ
が
建
っ
た
り
北
の
新
地
も
変
わ
り
ま

し
た
。
お
っ
き
い
お
料
理
屋
さ
ん
お
茶

屋
さ
ん
が
お
っ
き
な
ビ
ル
ヂ
ン
グ
に
な

る
。
尼
信
（
昭
和
43
年
に
浪
速
信
用
金

庫
と
し
て
開
業
）
の
ビ
ル
ヂ
ン
グ
建
っ

た
と
き
に
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
け
っ

た
い
な
も
ん
が
建
っ
た
な
ー
」、
と
思

い
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
一
般
的
に
接

待
し
は
る
ん
が
現
場
レ
ベ
ル
の
人
に

な
っ
て
、
芸
妓
さ
ん
呼
ば
な
く
な
っ
た
。

オ
ー
ナ
ー
社
長
の
お
座
敷
と
ち
が
っ
て
、

芸
者
さ
ん
呼
ん
で
ま
で
し
な
く
な
っ
た
。

　

あ
る
企
業
ト
ッ
プ
の
常
連
さ
ん
は
、

2
階
へ
上
が
ら
ず
に
火
鉢
の
燗か
ん
ど
う
こ

胴
壺
で

燗
し
て
酒
つ
い
で
、
１
階
の
火
鉢
の
前

で
座
っ
て
飲
む
人
も
い
ま
し
た
。
お
正

月
な
ん
か
も
京
都
の
祇
園
町
や
先
斗
町

か
ら
も
何
人
も
（
芸
妓
を
）
連
れ
て
き

て
、
北
の
新
地
か
ら
も
５
人
呼
ぶ
ん
で

す
よ
。こ
こ
の
箪
笥
も
向
き
変
え
て（
１

階
に
）
広
々
と
し
て
入
れ
る
よ
う
に
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

三
味
線
弾
い
て
、踊
れ
、て
。
変
わ
っ

た
人
や
な
あ
、
言
う
て
ま
し
た
。

「
お
母
さ
ん
」て
呼
ん
で
く
れ
へ
ん
、「
お

ば
は
ん
、頼
ん
ま
っ
せ
」言
わ
は
る
。「
ぼ

ん
ぼ
ん
」「
ぼ
ん
ち
」
で
す
。

　

そ
う
い
う
の
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ

こ
で
し
始
め
た
頃
は
、
お
旦
那
衆
が
ま

だ
い
て
て
、（
違
う
客
の
場
合
）「
銀
行

屋
さ
ん
が
来
は
る
ん
や
て
」「
会
社
員

や
て
」
言
う
て
ま
し
た
。

　

お
茶
屋
さ
ん
か
ら
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
に

変
わ
っ
た
ん
で
す
わ
。
芸
妓
さ
ん
も
ホ

ス
テ
ス
に
変
わ
り
ま
し
た
。
う
ち
も
そ

う
で
す
が
、
古
い
お
う
ち
は
雨
漏
り
を

す
る
わ
で
、
瓦
の
葺
き
替
え
で
高
く
つ

く
ん
で
す
。
お
茶
屋
さ
ん
や
め
て
ビ
ル

建
て
た
方
が
…
。
そ
う
い
う
の
で
お
茶

屋
さ
ん
が
減
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
ら
は
堂
島
小
学
校
で
、
わ
た
し

も
行
っ
て
ま
し
た
。
今
と
場
所
と
違
い

ま
し
て
、
堂
ビ
ル
の
渡
っ
た
と
こ
に

あ
っ
た
ん
で
す
。
お
風
呂
屋
さ
ん
も
こ

こ
ら
辺
に
２
軒
あ
っ
て
、
一
軒
は
「
と

も
え
」
と
い
う
お
風
呂
屋
さ
ん
で
、「
老

松
ア
パ
ー
ト
」
が
あ
っ
て
、
こ
ま
か
姉

さ
ん
ら
住
ん
で
は
っ
た
。

　

今
の
北
の
新
地
で
す
か
。
そ
の
頃
の

面
影
、
ま
っ
た
く
な
い
で
す
。
日
本
家

屋
建
っ
て
る
と
こ
な
い
で
す
も
ん
。

＊　
　

＊　
　

＊

花
街
の
日
常
。

―
―
西
川
流
師
範
・
西
川
梅
十
三
さ

ん
の
話

　

続
い
て
、
西
川
流
師
範
の
西
川
梅う
め
と十

三み

さ
ん
に
登
場
願
お
う
。
昭
和
13
年

（
１
９
３
８
）
生
ま
れ
で
、
昭
和
28
年

か
ら
40
年
あ
ま
り
北
新
地
で
芸
妓
を
勤

め
て
い
た
。
花
街
・
北
新
地
の
日
常
に

つ
い
て
の
聞
き
書
き
を
す
る
。

＊　
　

＊　
　

＊　

　

平
田
席
に
所
属
し
て
ま
し
た
。
わ
た

し
ら
の
時
は
立
方
、
地
方
さ
ん
含
め
て

１
０
０
人
ぐ
ら
い
は
い
て
は
っ
た
ん

ち
ゃ
い
ま
す
か
。
大
西
席
が
一
番
多
く

て
１
８
０
人
ぐ
ら
い
。
ほ
か
に
北
店
、

富
田
と
み
な
で
４
つ
の
席
が
あ
り
ま
し

た
。　

　

お
茶
屋
さ
ん
は
船
大
工
や
永
楽
町
に

も
あ
っ
て
、
全
部
で

30
軒
ぐ
ら
い
や
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
何
か
お
稽
古

あ
る
か
ら
、
昼
２
時

ぐ
ら
い
ま
で
、（
新
地
）

本
通
り
の
大
西
席
の

稽
古
場
に
あ
っ
た
ん

で
す
。
お
風
呂
入
っ

て
お
化
粧
し
た
り
し

て
、
夕
方
5
時
ぐ
ら

い
に
な
る
と
、
お
声
か
か
っ
て
る
「
花

外
楼
」
や
「
さ
か
卯
」「
つ
る
家
」「
な

だ
万
」「
吉
兆
」
と
か
の
料
理
屋
さ
ん

の
お
座
敷
に（
北
新
地
か
ら
）み
な
入
っ

て
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
二
次
会
で
お
茶
屋
へ
戻
る
、

と
い
う
の
が
お
客
さ
ん
の
マ
ナ
ー
と
い

う
ん
で
す
か
、
必
ず
の
コ
ー
ス
で
す
。

そ
の
時
分
は
バ
ー
は
あ
り
ま
へ
ん
。
そ

こ
で
「
ゆ
っ
く
り
遊
ぼ
か
」。「
ご
く
ろ

う
さ
ん
。
商
売
あ
ん
じ
ょ
う
い
っ
た
か

ら
、
好
き
な
も
ん
取
っ
て
も
ら
い
や
」

て
言
う
て
い
た
だ
い
た
り
。
と
思
え
ば

「
あ
そ
こ（
の
踊
り
）間
違
ご
と
っ
た
で
」

と
か
、
な
ぶ
ら
れ
た
り
も
し
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
あ
ら
し
ま
せ
ん
け
ど
（
笑
）。

　

北
新
地
は
よ
そ
に
比
べ
て
芸
事
に
気

迫
が
あ
る
ん
で
す
。
踊
り
だ
け
と
い
う

の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
へ
ん
。
お
囃
子
、

清
元
、
長
唄
、
常
磐
津
と
稽
古
し
て
、

年
に
一
回
甲
乙
が
つ
く
試
験
が
あ
っ
た

ん
で
す
。「
お
茶
屋
の
水
大
学
夜
間
部
」

で
す（
笑
）。＊　

　

＊　
　

＊

　

ち
な
み
に
現
在
、
北
新
地
の
芸
妓
さ

ん
は
大
西
席
に
１
人
、
平
田
席
に
5
人

い
る
だ
け
。
お
茶
屋
さ
ん
は
も
う
な
い
。

北
新
地
と
い
え
ば
ク
ラ
ブ
や
ラ
ウ
ン
ジ

の
社
交
料
飲
の
街
と
い
う
図
式
が
定

ま
っ
て
久
し
い
。

北新地／「社交料飲」の街になるまで

西川梅十三さん
京都で生まれ、9歳から西川流の日本舞踊を習い始め、
先代の家元西川鯉三郎の子役を務めた。昭和28年
（1953）、梅十三の名前で北新地の芸妓に。平成11年
（1999）に芸妓を引き、現在は西川流師範の西川梅
十三として活動。大阪、東京、名古屋などの踊りの
会に出演する一方、後進の指導も行っている。

昭和28年（1953）、産経会
館で行われた「北新地温習
会」の解説付き番組。西川
梅十三さん提供

　「東の銀座、西の北新地と称される高級歓楽街」「クラブや料
亭が密集する夜の街」などと形容される北新地だが、このところ
の長引く不況でその様子が変わりつつある。
　情報誌やテレビのバラエティ番組では「北新地に新世界の串
かつ店が進出して人気」「スペインバルや立ち呑み居酒屋など、
接待客から自腹客へ」という切り口の特集が多い。グルメ誌など
では「北新地のランチ」という取りあげられ方も見る。「社交料
飲の街」がまさに変貌しつつある。
　高度経済成長期から、北新地とりわけ「クラブ」の世界を牽引
してきた「クラブ山名」の山名和枝さんは、昭和34年（1959）
にこの世界に入った。最初に勤めた「クラブ・アロー」は大型の
ナイトクラブで、アイ・ジョージや坂本スミ子が専属歌手を務めて
いた。客は政財界のトップクラスばかりで、トリオ・ロス・パンチョ
スなど海外大物のライブも入って「こんな華やかな世界があったの
か」と思った。そのあとすぐに北新地のクラブ「Ｂ＆Ｂ」に移った。
日給2,000円という超高給でホステスを集め、大いに話題になっ

た。ホステスは100人を優に超えていたという。
　どのクラブも大型で、客は５～６人が当たり前。大人数でクラブ
からクラブへと飲み歩く光景が日常だったとのこと。クラブの興隆
は昭和48年（1973）のオイルショックあたりまでで、東司丘興一
さんによると昭和50年代はじめ頃からクラブより小さな規模でホス
テスも少ない「ラウンジ」が増えたとのこと。ちなみに「ラウンジ」
という店舗カテゴリーは大阪が発祥らしく東京にはない。
　バブル崩壊後、とくに企業の接待交際費が削減されると、接待
や社用の客が激減し大打撃をうける。「社交業から飲食業への転
換と客の多層化」（東司丘さん）が進む。けれどもよその街には
ない「あこがれやステイタス」「粋な感じ」はまだまだ健在だ。そ
の空気感をささえているのは、店数が減り衰退したとはいうものの
クラブやラウンジにほかならないのだ。「（大衆的な）流れを取り込
むかたちで、社交場としての地位を守っていくのがわれわれの使命」
と東司丘さんは語る。そのうえで山名さんは「交際費を使いなさい
という流れがあれば、あっという間に人で一杯になる」と笑う。

北新地の目指すもの。

北
新
地

―
―「
社
交
料
飲
」の
街
に
な
る
ま
で

右から、北新地社交料飲協会理事
長の東司丘興一さん、同副理事長
も務める山名和枝さん、堂島連合振
興町会の山本弘澄会長。
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 堂島に引き継がれる

「 電電建築 」
 の系譜。

文
／

髙
岡
伸
一

建
築
家
・
大
阪
市
立
大
学
特
任
講
師

写
真
／
西
岡 

潔

　

堂
島
に
は
、
そ
の
名
も
堂
島
ビ
ル
ヂ

ン
グ
（
１
９
２
３
年
・
Ｐ
16
）
や
大
江

ビ
ル
ヂ
ン
グ
（
１
９
２
１
年
）、
中
央

電
気
倶
楽
部
（
１
９
３
０
年
）
と
い
っ

た
大
阪
を
代
表
す
る
歴
史
建
築
が
建
っ

て
い
る
が
、
明
治
か
ら
戦
後
の
高
度
経

済
成
長
期
ま
で
の
近
代
全
体
を
通
観
す

る
上
で
、
現
在
の
堂
島
３
丁
目
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
テ
レ
パ
ー
ク
堂
島
と
い
う
場
所
を
見

過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
現
在
の

よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
ビ
ル
群
が

建
ち
並
ぶ
前
か
ら
、
こ
の
地
に
は
大
阪

の
近
代
史
上
重
要
な
施
設
、
そ
し
て
日

本
の
近
代
建
築
史
に
残
る
建
築
が
建
て

ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

前
身
で
あ
る
日
本
電
信
電
話
公
社
、
電

電
公
社
時
代
に
建
て
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
電
電
建
築
」
ま
で
を
対
象
に
、
こ
の

地
に
建
て
ら
れ
て
き
た
建
築
を
辿
る
こ

と
で
、
堂
島
の
近
代
〜
戦
後
史
を
紐
解

い
て
み
た
い
。

テ
レ
パ
ー
ク
前
史
。

　

他
の
ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
思
う
が
、
江
戸
時
代
の
堂
島
西

部
に
は
、
中
之
島
と
同
様
に
諸
藩
の
蔵

屋
敷
が
並
ん
で
い
た
。
テ
レ
パ
ー
ク
の

南
東
角
あ
た
り
に
記
念
碑
が
３
つ
並
ん

で
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
は
こ
の

地
に
大
村
藩
蔵
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
明
治
維
新
の
版
籍
奉
還

に
よ
っ
て
大
名
の
領
地
は
国
に
返
還
さ

れ
、
そ
の
土
地
が
近
代
化
の
基
盤
と
な

り
、
官
庁
や
工
場
が
建
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
登
場
す
る

の
が
、
あ
の
五
代
友
厚
だ
。

　

五
代
は
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）、

こ
の
地
に
国
産
の
藍
染
工
場「
朝
陽
館
」

を
設
立
し
た
。
現
在
の
テ
レ
パ
ー
ク
全

域
を
敷
地
と
す
る
従
業
員
３
０
０
名
超

の
大
規
模
な
工
場
で
、
当
時
ま
だ
未
熟

で
あ
っ
た
国
内
の
製
藍
の
近
代
化
を
図

り
、
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
に
対
抗
し
て

日
本
の
産
業
に
育
て
よ
う
と
し
た
も
の

だ
。
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
明
治

天
皇
が
朝
陽
館
に
行
幸
さ
れ
る
な
ど
全

国
的
に
大
き
な
注
目
を
集
め
た
が
、
残

念
な
が
ら
事
業
と
し
て
は
う
ま
く
い
か

ず
、
明
治
16
年
に
閉
鎖
と
な
っ
た
。

　

大
阪
に
お
け
る
五
代
の
業
績
は
数
多

い
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
の
一
つ

が
現
在
の
大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪
商

法
会
議
所
の
設
立
（
１
８
７
８
年
）
だ

ろ
う
。
実
は
会
議
所
は
当
初
、
朝
陽
館

内
に
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
船

場
の
高
麗
橋
に
移
る
が
、明
治
24
年（
１

８
９
１
）
に
再
び
堂
島
の
こ
の
地
に

戻
っ
て
く
る
。
そ
の
と
き
既
に
朝
陽
館

は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
テ
レ

パ
ー
ク
の
南
東
の
角
に
、
新
た
に
近
代

建
築
が
建
設
さ
れ
た
。

　

大
正
11
年
（
１
９
２
２
）
に
改
築
さ

れ
た
際
の
設
計
が
、
大
阪
の
近
代
都
市

計
画
に
お
い
て
指
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
片
岡
安
。

片
岡
は
東
京
駅
や
日
本
銀

行
の
設
計
者
と
し
て
知
ら

れ
る
建
築
家
・
辰
野
金
吾

と
共
同
で
大
阪
に
事
務
所

を
構
え
て
い
た
が
、
こ
の

年
に
独
立
し
て
片
岡
建
築

事
務
所
を
設
立
し
て
い
る
。

堂
島
川
に
面
し
て
建
つ
そ

の
姿
は
、
絵
葉
書
な
ど
に

よ
く
登
場
す
る
。
大
阪
商

工
会
議
所
は
昭
和
43
年

（
１
９
６
８
）
に
現
在
の

本
町
橋
近
く
に
新
ビ
ル
を

建
設
し
て
移
転
す
る
が
、

そ
れ
ま
で
五
代
友
厚
公
の

像
も
こ
の
堂
島
に
あ
っ
た
。

　

明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
の
北
の
大

火
に
よ
っ
て
堂
島
全
体
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
る
が
、
そ
の
焼
け
跡
に
建
て

ら
れ
た
の
が
大
阪
市
庁
舎
だ
っ
た
（
１

９
１
２
年
）。
こ
れ
は
木
造
の
仮
庁
舎

で
、
当
初
市
役
所
は
大
阪
府
庁
舎
の

あ
っ
た
江
之
子
島
に
隣
接
し
て
設
け
ら

れ
た
が
、
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
に

現
在
の
中
之
島
の
地
に
本
庁
舎
（
現
庁

舎
の
先
代
）
が
完
成
す
る
ま
で
の
お
よ

そ
10
年
間
、
大
阪
市
役
所
は
こ
の
地
に

あ
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
大
阪
市
立
大
学
の
源
流

で
も
あ
る
大
阪
商
業
講
習
所
（
こ
れ
も

Ⅲ　戦後の発展

片岡安によって設計された、堂島川に面する大阪商工会議所。
（大阪市立中央図書館蔵）

1912年に建てられた大阪市役所の仮庁舎。手前の川は大阪
駅と堂島川を繋いでいた南北の入堀。現在は埋め立てられて
阪神高速が通っている。『大阪府写真帖』より（大阪市立中
央図書館蔵）
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五
代
の
発
案
）
や
、
大
阪
府
立
商
品
陳

列
所
、
そ
し
て
知
事
官
舎
な
ど
、
近
代

大
阪
の
礎
を
築
い
た
施
設
が
こ
の
堂
島

の
地
に
入
れ
替
わ
り
建
て
ら
れ
た
。

「
電
電
建
築
」
の
登
場
。

　

少
々
前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
こ
の
場
所
に
最
初
の
「
電
電
建

築
」
が
登
場
す
る
の
は
昭
和
２
年
（
１

９
２
７
）。
田
蓑
橋
北
詰
の
堂
島
川
沿

い
に
、
電
信
を
管
轄
す
る
大
阪
中
央
電

信
局
、
そ
の
北
隣
に
電
話
を
管
轄
す
る

大
阪
中
央
電
話
局
が
建
て
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
日
本
の
電
信
電
話
の
歴
史
を

簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
く
と
、
明
治
の

内
閣
創
設
に
際
し
て
設
け
ら
れ
た
逓
信

省
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
電
信
等
の
通
信
と
、
郵
便
を
管
轄

す
る
官
庁
だ
っ
た
。
そ
れ
が
戦
後
（
１

９
４
９
年
）
に
廃
止
さ
れ
て
郵
政
省
と

電
気
通
信
省
へ
と
分
離
さ
れ
、
電
気
通

信
省
が
公
社
化
さ
れ
て
電
電
公
社
が
発

足
し
た
（
１
９
５
２
年
）。
そ
の
後
、

電
電
公
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
な
り
、
郵
政
省

も
民
営
化
さ
れ
て
い
く
の
は
ご
存
じ
の

通
り
で
あ
る
。

　

従
っ
て
昭
和
２
年
に
堂
島
に
現
れ
た

二
つ
の
近
代
建
築
は
、
逓
信
省
時
代
の

電
信
・
電
話
部
門
の
大
阪
に
お
け
る
基

幹
施
設
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ

け
注
目
す
べ
き
は
大
阪
中
央
電
信
局
の

デ
ザ
イ
ン
だ
。
装
飾
を
排
し
た
合
理
的

な
外
壁
の
構
成
と
、
ア
ー
チ
を
多
用
し

た
個
性
的
な
屋
根
の
組
み
合
わ
せ
は
非

常
に
斬
新
な
建
築
と
し
て
注
目
を
浴
び

た
。

　

設
計
し
た
の
は
逓
信
省
に
所
属
し
て

い
た
建
築
家
・
山
田
守
。
山
田
は
日
本

の
近
代
建
築
を
代
表
す
る
建
築
家
の
一

人
で
、
関
西
圏
で
現
存
す
る
も
の
と
し

て
は
、
独
立
後
の
京
都
タ
ワ
ー
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
東
海
大
学
の
設

立
に
尽
力
し
、
そ
の
校
舎
も
手
が
け
た
。

山
田
は
新
時
代
の
日
本
の
建
築
を
目
指

し
て
建
築
の
「
芸
術
性
」
を
声
高
に
主

張
し
た
若
者
の
グ
ル
ー
プ
、「
分
離
派

建
築
会
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　

旧
態
依
然
と
し
た
日
本
の
建
築
界
に

革
新
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
血
気
盛
ん

な
若
者
が
役
所
に
入
省
す
る
と
い
う
の

は
、
ど
う
も
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
当
時
逓
信
省
に
は
才

能
溢
れ
る
建
築
家
が
多
く
集
結
し
、
日

本
の
近
代
建
築
を
先
導
す
る
組
織
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
逓
信
建
築
の
も
う
一
人

の
雄
に
同
年
代
の
吉
田
鉄
郎
が
い
る
が
、

吉
田
は
郵
政
系
の
建
築
を
手
が
け
、
そ

の
集
大
成
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
が
大

阪
駅
前
に
あ
っ
た
大
阪
中
央
郵
便
局
で

あ
っ
た
。
こ
の
建
築
は
残
念
な
が
ら
２

０
１
２
年
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

戦
前
期
の
日
本
に
お
け
る
近
代
建
築
の

極
北
と
も
い
う
べ
き
名
建
築
で
あ
る
。

　

大
阪
中
央
電
話
局
の
方
を
設
計
し
た

の
は
森
泰
治
で
、
偶
然
に
も
山
田
の
同

期
。
こ
ち
ら
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ル
ネ
サ

ン
ス
風
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
山
田
の
電
信

局
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
面
白
い
。
森

の
方
は
す
ぐ
に
宮
内
省
へ
異
動
す
る
の

で
実
績
は
多
く
な
い
が
、
設
計
に
際
し

て
は
同
期
ど
う
し
、
強
い
ラ
イ
バ
ル
心

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
山
田
は
大
正
14
年
（
１
９
２

５
）、
大
阪
の
前
に
東
京
中
央
電
信
局

を
完
成
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
は
大
阪
と
よ
く
似
て
い
て
、
山
田
の

こ
の
時
代
の
代
表
作
に
挙
げ
ら
れ
る
の

は
東
京
の
方
だ
。
山
田
自
身
も
大
阪
は

二
番
煎
じ
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
ら
し

く
、
あ
ま
り
気
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

「
電
電
建
築
」
初
の

高
層
ビ
ル
誕
生
。

　

そ
の
後
、
逓
信
省
か
ら
電
電
公
社
へ

と
組
織
を
変
え
つ
つ
、
こ
の
堂
島
の
地

に
少
し
ず
つ
敷
地
を
広
げ
、
街
区
は
電

電
建
築
が
集
中
す
る
特
徴
的
な
エ
リ
ア

へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
現
在
の
街
区

北
東
に
あ
る
堂
島
第
１
ビ
ル
は
大
阪
市

外
電
話
局
と
し
て
昭
和
35
年
（
１
９
６

０
）に
、南
西
角
の
中
央
電
信
局
が
あ
っ

た
位
置
に
は
、
現
在
の
堂
島
第
３
ビ
ル

が
福
島
電
話
局
と
し
て
昭
和
44
年
（
１

９
６
９
）
に
建
て
ら
れ
た
。

　

電
電
公
社
に
な
っ
て
か
ら
の
ビ
ル
で
、

最
も
注
目
す
べ
き
は
や
は
り
超
高
層
ビ

ル
の
大
阪
堂
島
電
電
ビ
ル
、
現
在
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
堂
島
ビ
ル
だ
ろ
う
。
日

本
で
は
昭
和
43
年
（
１
９
６
８
）
に
初

の
超
高
層
ビ
ル
と
し
て
霞
が
関
ビ
ル
が

完
成
し
、
大
阪
で
も
昭
和
48
年
（
１
９

７
３
）
に
１
０
０
ｍ
を
超
え
る
超
高
層

ビ
ル
が
2
棟
完
成
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

に
完
成
し
た
25
階
建
１
２
０
ｍ
の
ビ
ル

は
、
画
期
的
な
存
在
と
は
言
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
電
電
公
社
と
し
て
は
逓
信
建

築
史
上
初
め
て
の
超
高
層
へ
の
挑
戦
で

あ
り
、
今
後
の
高
層
電
電
ビ
ル
の
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
と
し
て
、
公
社
に
と
っ
て
は

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
一
般

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
は
異
な
り
、
情
報

設
備
を
集
約
し
た
超
高
層
は
前
例
が
な

く
、
現
在
の
通
信
企
業
各
社
が
建
て
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
先
駆
け
と
も
言
え

る
。

　

最
も
特
徴
的
な
の
は
そ
の
外
観
で
、

一
見
す
る
と
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
グ
リ
ー
ン

の
壁
の
よ
う
に
見
え
る
部
分
に
は
、
プ

ロ
フ
ィ
リ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
当

時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
輸
入
し
た
特
殊

な
ガ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
。
コ
の
字

上／竣工時のエレベーターホー
ル。上部の大きな四角は水
害から設備を守るための防潮扉
（災害時に下降する）。表面
にはレリーフが刻まれている。
下／竣工当時のエントランス
ホール。
提供／ＮＴＴDATA　
撮影／川澄明男

現在のNTTDATAビル。ガラス色
に見える部分には、すべてプロフィ
リットガラスがはめ込まれている。

山田守が設計した大阪中央電信局。
両端のアーチ状の屋根が特徴的。
提供／ＮＴＴファシリティーズ

山田の同期であった森泰治の
設計による大阪中央電話局。
提供／ＮＴＴファシリティーズ
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型
の
断
面
を
持
ち
、
通
常

の
板
ガ
ラ
ス
と
違
っ
て
枠

を
必
要
と
せ
ず
、
強
い
風

圧
に
も
耐
え
ら
れ
る
素
材

だ
っ
た
。

　

通
信
設
備
が
並
ぶ
デ
ー

タ
局
舎
で
あ
る
か
ら
特
に

ガ
ラ
ス
の
開
口
は
必
要
な

い
の
だ
が
、
設
計
を
担
当

し
た
松
田
正
司
は
、
遠
方

か
ら
で
も
望
見
で
き
る
超

高
層
ビ
ル
の
外
観
は
、
不

快
で
あ
っ
た
り
不
安
感
を

持
た
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
、「
何
と
か
ク
リ
ス
タ
ル
な
感

じ
の
壁
面
を
作
り
た
い
」
と
思
っ
て
、

コ
ス
ト
や
強
度
等
の
課
題
を
検
討
し
、

こ
の
プ
ロ
フ
ィ
リ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
を
採
用

し
た
。
プ
ロ
フ
ィ
リ
ッ
ト
ガ
ラ
ス
は
21

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
再
び
流
行
し
て
、

一
時
期
建
築
家
の
伊
東
豊
雄
や
長
谷
川

逸
子
が
好
ん
で
使
っ
て
い
た
が
、
全
国

を
見
渡
し
て
も
、
こ
の
ビ
ル
以
上
に
こ

の
素
材
を
大
胆
に
使
っ
た
例
は
な
い
。

　

テ
レ
パ
ー
ク
は
建
物
周
囲
の
い
わ
ゆ

る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
特
徴
的
だ
。

堂
島
電
電
ビ
ル
を
建
て
る
際
に
、
街
区

全
体
を
都
市
計
画
上
の
特
定
街
区
と
し

て
各
種
の
特
例
を
得
た
代
わ
り
に
、
都

市
空
間
へ
の
貢
献
と
し
て
、
広
々
と
し

た
屋
外
空
間
を
全
体
的
に
整
備
し
た
。

各
所
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
当
時
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
が
よ
く
残
っ
て
い
て
、
ス
テ
ン
レ

ス
の
噴
水
や
人
工
地
盤
に
設
け
ら
れ
た

庭
園
、
各
所
に
点
在
す
る
オ
ブ
ジ
ェ
や

換
気
塔
な
ど
、
い
か
に
も
１
９
７
０
年

代
の
大
阪
万
博
の
テ
イ
ス
ト
で
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
憧
れ
を

抱
く
人
に
と
っ
て
は
、
た
ま
ら
な
く
魅

力
的
な
空
間
だ
ろ
う
。

　

電
電
公
社
は
そ
の
後
、昭
和
60
年（
１

９
８
５
）
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
し
て
民
営
化
さ

れ
、建
築
の
設
計
部
門
は
平
成
４
年（
１

９
９
２
）
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
と
し
て
独
立
し
た
企
業
と
な
っ
た
。

現
在
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
に
限
ら
ず
幅
広
く

設
計
を
行
い
、
日
本
を
代
表
す
る
組
織

設
計
事
務
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ　戦後の発展

オープンスペースに設けられたステン
レスの噴水。背景の藍色のタイルは
朝陽館へのオマージュだろうか。

駐車場の上に敷地の東西を貫通する人工地盤
が設けられ、庭園が整備されている。

西側のオープンスペースに設けられた
抽象的な石のオブジェ。

テレパークの南東角には、五代友厚による朝陽館の
設立と明治天皇の行幸、そして大村藩の蔵屋敷があっ
たことを示す記念碑が並んでいる。

竣工当時の堂島ビルの夜景。プロフィ
リットガラスが全面点灯している様子は、
現在では見ることはできない。下に旧大
阪商工会議所の建築が見える。
提供／ＮＴＴDATA　撮影／川澄明男

た
か
お
か
・
し
ん
い
ち

1
9
7
0
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
高
岡
伸

一
建
築
設
計
事
務
所
主
宰
、
大
阪
市
立

大
学
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
特
任
講
師
、
大

阪
府
立
江
之
子
島
文
化
芸
術
創
造
セ
ン

タ
ー
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
設
計
活

動
と
並
行
し
、
近
代
建
築
や
戦
後
建
築

の
再
評
価
・
利
活
用
に
つ
い
て
研
究
・

実
践
。
戦
後
の
ビ
ル
を
愛
す
る
グ
ル
ー

プ
「
Ｂ
Ｍ
Ｃ
（
ビ
ル
マ
ニ
ア
カ
フ
ェ
）」

メ
ン
バ
ー
。
共
著
に
『
い
い
ビ
ル
の
写

真
集
』（
パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

2
0
1
2
年
）、
編
著
に
『
生
き
た
建

築 

大
阪
』（
1
4
0
Ｂ
・
2
0
1
5
年
）

な
ど
。
大
阪
市
生
き
た
建
築
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
推
進
有
識
者
会
議
委
員
。
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本
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え

る
中
、
堂
島
に
も
そ
れ
を
象
徴

す
る
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。「
ド
ー

チ
カ
」
こ
と
堂
島
地
下
街
の
完
成
だ
。

　

大
阪
市
交
通
局
が
南
北
線
道
路
（
現

在
の
四
つ
橋
筋
）
地
下
に
、
地
下
鉄
３

号
線
（
西
梅
田
〜
大
国
町
、
後
の
四
つ

橋
線
）
の
建
設
計
画
を
発
表
し
た
の
は
、

昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
２
月
の
こ
と

だ
っ
た
。
こ
の
報
に
触
れ
た
毎
日
大
阪

会
館
の
営
業
部
員
は
、
地
下
鉄
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、

ト
ン
ネ
ル
の
上
に
地
下
街
を
建
設
す
る

ア
イ
デ
ア
を
思
い
付
き
、
急
い
で
上
司

に
相
談
し
た
。
工
事
が
終
わ
れ
ば
埋
め

戻
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
巨
額
な
工
事

費
が
か
か
る
地
下
街
な
ど
つ
く
れ
る
わ

け
が
な
く
、
第
一
、
大
阪
市
が
計
画
を

認
め
る
は
ず
が
な
い
。
地
下
街
実
現
の

た
め
に
は
、
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。

　

こ
う
し
て
毎
日
大
阪
会
館
は
堂
島
の

地
下
街
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
気
に
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
発
想
と
い
い
ス
ピ
ー
ド
感
と

い
い
、
ま
さ
に
成
長
期
真
っ
只
中
の
勢

い
を
感
じ
さ
せ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
翌
年
に
控
え
、
東
海
道
新
幹
線
の

建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る

頃
だ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
堂
島
に
は
地
下
街
を
求

め
る
切
実
な
理
由
も
あ
っ
た
。
当
時
の

四
つ
橋
筋
は
渋
滞
が
ひ
ど
く
、
歩
道
を

「
ド
ー
チ
カ
」が
で
き
た
！

歩
く
人
た
ち
の
安
全
確
保
が
問
題
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

の
軽
減
や
堂
島
周
辺
施
設
へ
の
誘
客
な

ど
に
も
地
下
街
は
貢
献
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
ま
た
、
建
築
基
準
法
に
よ

り
当
時
は
ビ
ル
の
高
さ
が
31
ｍ
に
制
限

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
地
下
街
が
求
め

ら
れ
た
背
景
の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

地
下
鉄
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
わ

ず
か
3
ヶ
月
後
、
毎
日
大
阪
会
館
は
毎

日
堂
島
地
下
街
株
式
会
社
創
立
事
務
所

を
立
ち
上
げ
た
。
就
任
し
た
ば
か
り
の

中
馬
馨
市
長
に
熱
弁
を
振
る
い
、
市
議

会
で
の
承
認
を
取
り
付
け
、
一
方
で
地

元
へ
の
説
明
を
繰
り
返
し
行
い
な
が
ら
、

い
よ
い
よ
地
下
街
建
設
は
具
体
的
に

な
っ
て
い
っ
た
。
着
工
し
た
の
は
翌
年

10
月
。
こ
の
時
、
施
行
に
当
た
っ
た
大

林
組
が
採
用
し
た
の
は「
Ｏ
Ｗ
Ｓ
工
法
」

と
い
う
も
の
。
四
つ
橋
筋
の
両
側
に
１

ｍ
弱
の
幅
の
溝
を
掘
っ
て
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
流
し
込
み
、
そ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
を
そ
の
ま
ま
地
下
街
の
構
造

壁
に
す
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。

年
9
ヶ
月
の
工
事
期
間
を
経
て
、

昭
和
41
年
（
１
９
６
6
）
7
月

1
日
、
め
で
た
く
堂
島
地
下
街
は
開
業

を
迎
え
た
。
大
阪
初
の
地
下
街
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開

業
直
後
は
連
日
15
万
人
を
超
え
る
人
が

集
ま
る
大
盛
況
。新
聞
は
こ
ぞ
っ
て「
キ

タ
の
新
名
所
誕
生
」
の
見
出
し
を
打
っ

た
。

　
「
日
本
一
明
る
く
、
涼
し
い
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」「
日
本
一

空
気
の
綺
麗
な
地
下
街
」
と
い
っ
た
う

た
い
文
句
に
あ
る
快
適
さ
に
加
え
、
何

よ
り
集
ま
っ
た
70
店
舗
が
ハ
イ
セ
ン
ス

な
一
流
ど
こ
ろ
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
開
業
後
の
様
子
を
伝
え

た
毎
日
新
聞
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
あ
る

店
主
は
堂
島
の
客
を
魚
の
ア
ユ
に
例
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、「
ス
マ
ー
ト
だ
が
、

逃
げ
足
も
早
い
」。
実
質
的
で
高
級
な

も
の
が
よ
く
売
れ
た
と
い
い
、
最
先
端

に
整
え
ら
れ
た
環
境
の
も
と
で
、
店
と

客
が
ど
ち
ら
も
意
気
込
ん
で
い
た
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

今
年
、
開
業
か
ら
50
周
年
を
迎
え
る

ド
ー
チ
カ
は
、
現
在
、「
和
モ
ダ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進

ん
で
い
る
。
半
世
紀
前
に
大
阪
の
人
た

ち
の
度
肝
を
抜
い
た
ド
ー
チ
カ
は
、
今

度
は
ど
ん
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。

工事中の様子。四つ橋筋の両側に、コンクリートを流し込むための溝が掘られた。

開業記念にコマーシャルソングも作られ
た。歌は奥村チヨ。「大阪の街 ドージ
マに ラブロマンスの 花が咲く かおる乙
女の 黒髪が 白とグレーの 街を行く」。
なんと艶っぽい歌詞か。

テープカットの後、堂島小学校の生徒73人が小旗を
持って通り初め。「地下なのに街がある！」と目を丸くし
たそうだ。

開業から間もないドージマ地下センター。

開業直後からこの大にぎわい。連日15万人以上が訪れたというから驚きだ。真夏だったが、
「日本一涼しい」快適さが人気に拍車をかけた。店で働く人の中には「涼し過ぎて半袖で
働いていたら風邪をひいた」という人もいた。

入江健一さん
堂島地域社会福祉協議会 会長

　私の会社の事務所はもともと四つ橋筋沿いに
ありました。堂島１丁目交差点のすぐ南、四つ
橋筋の西側に地下街の換気塔があるあたりで
す。昭和38年（1963）頃から地下街建設の
話が持ち上がり、換気塔を設置する必要がある
と言われ、翌年12月に現在の場所に移りました。
当時としては多額の買い取り額の提示があった
のですが、それだけ地下街建設に対する思い入
れがあったのでしょうね。

　地下街への地元の人たちの反応はさまざまで
したが、街の発展につながるという声はやはり多
かった。それまで地上を歩いていた人が地下を
歩くようになり、雨の日などは大阪駅や梅田方面
から濡れずに来られるというのは好評でしたね。
今、南の端に中華料理店があるでしょう。あの
あたりにスバルショールームがあったんですよ。
当時としては目新しいものを集めていたのだと思
います。

計画時に大阪市に提出された際のパース。

昔は自動車のショールームが
ありました。

わたしの堂島物語 ④
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平
洋
戦
争
の
空
襲
に
よ
り
、
堂

島
全
域
の
多
く
の
建
物
は
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、

戦
後
の
堂
島
で
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く

伝
統
的
な
地
区
の
性
格
を
継
承
し
よ
う

と
努
め
、
そ
の
当
時
の
ト
レ
ン
ド
を
取

り
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
個

性
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

堂
島
浜
通
に
は
ク
ラ
ブ
関
西
、
中
央

電
気
倶
楽
部
の
２
つ
の
紳
士
倶
楽
部
や
、

サ
ン
ト
リ
ー
、
新
ダ
イ
ビ
ル
な
ど
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
。
ま
た
、
堂

島
船
大
工
町
に
は
毎
日
新
聞
と

A
B
C
放
送
が
あ
り
、大
阪
の
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
様
相
を
強
め
る
。
現
在

の
北
新
地
に
当
た
る
エ
リ
ア
で
は
、
大

阪
万
博
を
背
景
に
ク
ラ
ブ
全
盛
の
時
代

を
迎
え
る
。
堂
島
西
町
に
は
現
在
の
Ｎ

Ｔ
Ｔ
テ
レ
パ
ー
ク
が
建
設
さ
れ
た
。
昭

和
40
〜
41
年
地
図
に
は
、
好
況
を
背
景

と
し
た
力
強
い
当
時
の
堂
島
の
様
子
が

よ
く
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
地
図
の
直
後
、
昭
和

46
年
（
１
９
７
１
）
に
大
阪
商
工
会
議

所
が
移
転
、
大
正
時
代
か
ら
の
シ
ン
ボ

ル
だ
っ
た
毎
日
新
聞
も
平
成
４
年
（
１

９
９
２
）に
梅
田
へ
移
転
。地
域
の
人
々

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
堂
島

小
学
校
（
Ｐ
14
）
も
昭
和
61
年
（
１
９

８
６
）
に
閉
校
し
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
２
０
１
５
年
に
新
ダ

イ
ビ
ル
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
す
な

ど
オ
フ
ィ
ス
街
と
し
て
発
展
す
る
と
共

に
、
地
区
内
全
体
に
飲
食
店
も
増
え
て

き
て
い
る
。
江
戸
時
代
か
ら
現
在
ま
で

継
承
・
発
展
さ
せ
て
き
た
各
エ
リ
ア
の

性
格
は
、
引
き
継
が
れ
な
が
ら
も
、
時

代
に
沿
っ
た
変
化
も
見
ら
れ
る
。

昭和33年（1958）頃の大阪
市電堂島中町電停付近。

昭和20（1945）年、渡辺橋北詰に「寿屋」が移転。
昭和38（1963）年には「サントリー」に社名を変更した。
寿屋は明治32（1899）年、鳥井信次郎が「鳥井商店」
でぶどう酒の製造販売を始めたのが始まり。堂島の山本
商会（自転車・スクーターの整備）と縁があった。

昭和23年（1948）、戦後日本再興の一翼
を担う関西経済人によってクラブ関西が創
立。同場所に現存。

Ⅲ　戦後の発展

昭
和
30
〜
40
年
代
の
堂
島
。

【
昭
和
40
〜
41
年
地
図
】

　戦後、堂島小学校跡地に大阪市立扇町
高等学校が移転し、その後堂島西町一帯
にNTT西日本関連施設が置かれた。大阪
大学微生物研究所が昭和42年（1967）に
移転すると、その跡地および大阪商工会議
所の跡地を含め、NTTテレパークが建設さ
れた（Ｐ24）。阪神高速道路が走る場所は、
かつて堂島川と大阪駅を結んでいた堀割
だった。

1

1

2

2

3

3

4

4

　戦後すぐ、4300坪におよぶ進駐軍の白い高い塀に囲ま
れた拘置所が置かれ、その跡地は中国の物産展、アメリカ
のコニーアイランドショーに利用された後、、昭和26（1941）
年、大阪建物株式会社（現ダイビル）が買い取り、昭和33
（1958）年に新ダイビルが完成。昭和20（1945）年、渡
辺橋北詰の住友海上火災跡地に寿屋が移転。昭和38
（1963）年サントリーに社名を変更した。他に戦後にでき
た主なオフィスビルとして、渡辺橋ビル、古河大阪ビルが挙
げられる。渡辺橋ビルには大和銀行、東洋紡経済研究所、
関西経営者協会、紀州製紙などがあった。

　毎日新聞社周辺では、毎日会館（毎日放送）、毎日新
聞別館、毎日モータープールができ、関連建物が密集して
いた。毎日新聞は平成4（1992）年に西梅田へ社屋を移
転するが、跡地の堂島アバンザには旧社屋の玄関ポーチ
がモニュメントとして保存設置されている。この堂島アバ
ンザ建設にあたり、堂島薬師堂が元の場所である現在地
に移された。明治44年地籍図で藤田組があった一帯は藤
田会館（オフィスビル）となり、現在は新藤田ビルとして
その名を残す。

　昭和30年頃から、社交の形態がお茶屋からクラブへと変
容（Ｐ18）。この地図では旅館とクラブが混在しており、過
渡期であることがわかる。昭和30年代に大阪東映会館、
昭和20年代後半に梅田日活ができる。現在、大阪東映会
館跡地は御堂筋フロントタワー、梅田日活跡地は駐車場に
なっている。

オフィスビルの集積地に。
（堂島浜通）

毎日新聞社を中心に発展。
（堂島船大工、堂島上、堂島中、堂島北町）

戦前のお茶屋から、
戦後はクラブへ展開。
（曽根崎新地、永楽町）

公的エリアからＮＴＴ村へ。
（昭和40年：堂島西町）

太
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昭和25年時点

堂島中（通）1丁目

堂島船大工町

堂島上1丁目

堂島浜1丁目

堂島上2丁目

堂島中2丁目

堂島北町

堂島浜2丁目

堂島西町

堂島上3丁目

曽根崎新地1丁目

曽根崎新地2丁目

永楽町

曽根崎新地3丁目

合　計

単位：世帯

85

61

41

56

71

37

44

14

74

117

80

128

108

117

1,013

73

60

46

46

59

32

41

14

70

52

44

120

110

109

876

49

58

38

34

84

32

29

10

58

51

49

143

70

96

799

42

42

43

24

72

22

19

10

51

42

39

112

70

88

676

62

2

36

8

37

80

46

271

41

2

28

1

31

65

37

205

27

2

45

1

33

42

27

177

17

8

48

2

29

104

41

6

32

32

111

15

72

16

152

20

275

31

236

29

170

31

497

30,602.9

126,142.9

14,497.3

213,433.3

1,715.9

12,147.8

6,168.9

堂島1丁目

堂島浜1丁目

堂島2丁目

堂島浜2丁目

堂島3丁目

曽根崎新地1丁目

曽根崎新地2丁目

は、減少、　　は増加を示す

昭和53年頃
の改変

平成12年昼夜間
人口比率

昭和
25年

昭和
30年

昭和
35年

昭和
40年

昭和
60年

平成
2年

平成
7年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年 堂　島

堂島川と蜆川に挟まれた
元々の砂州
堂島浜通1～4丁目
堂島中通1～2丁目
堂島北町

元禄元年造成

堂島裏1丁目

堂島裏2丁目

堂島船大工町

堂島裏3丁目

堂島浜1丁目

堂島浜2丁目

堂島浜3丁目

堂島中1丁目

堂島中2丁目

堂島北町

堂島上1丁目

堂島西町

堂島1丁目

堂島浜1丁目

堂島浜2丁目

堂島3丁目

堂島2丁目

堂島上2丁目

明治44年時点
（明治40年改変）

昭和19年改変
（福島区誕生）

昭和40-41年時点 昭和53年頃の改変

曽根崎

貞享元年から
2カ年で造成

曽根崎新地1丁目

曽根崎新地2丁目

曽根崎新地3丁目

永楽町

曽根崎上3丁目

曽根崎上4丁目

曽根崎新地1丁目

曽根崎新地2丁目

曽根崎新地3丁目

永楽町

曽根崎新地1丁目

曽根崎新地2丁目

昭和44年時点 昭和40-41年時点
昭和37年

住所表示変更による改変

堂島の町名と世帯数の移り変わり

〈
町
名
改
変
の
大
ま
か
な
流
れ
〉

●
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
年
の
改
変

江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
堂
島
新
地
1
〜
5
丁
目
が
堂
島
浜
１
〜

５
丁
目
と
改
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
堂
島
浜
や
堂
島
中
で
は
、

細
か
く
町
界
が
変
更
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

●
明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
年
の
改
変
（
推
測
）

堂
島
船
大
工
町
と
堂
島
浜
１
〜
３
丁
目
の
町
界
が
変
更
。
江
戸

時
代
の
曽
根
崎
村
が
永
楽
町
、
曽
根
崎
上
３
・
４
丁
目
に
な
っ

て
い
る
。

●
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
時
点

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
の
福
島
区
誕
生
を
機
に
堂
島
浜
3
丁

目
を
堂
島
西
町
に
改
め
る
。
昭
和
40
年
時
点
で
、堂
島
裏
町
１
・

２
丁
目
は
堂
島
上
１
・
２
丁
目
、
永
楽
町
、
曽
根
崎
上
３
・
４

丁
目
が
合
併
し
、
永
楽
町
と
な
っ
て
い
る
。

●
昭
和
53
年
頃
の
改
変

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
制
定
の
住
居
表
示
変
更
に
よ
る
改
変
。

今
ま
で
横
に
引
か
れ
て
い
た
堂
島
の
町
界
が
縦
に
引
か
れ
、
東

側
か
ら
堂
島
１
〜
３
丁
目
と
な
り
、
永
楽
町
は
曽
根
新
地
１
丁

目
に
編
入
、
曽
根
崎
新
地
3
丁
目
が
曽
根
崎
新
地
2
丁
目
と

な
っ
た
。

〈
世
帯
数
の
変
遷
に
つ
い
て
〉

●
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
）
時
点

堂
島
地
区
内
に
１
０
１
３
世
帯
が
居
住
し
て
い
る
。
特
に
曽
根

崎
新
地
2
丁
目
、
3
丁
目
、
永
楽
町
、
堂
島
上
3
丁
目
の
世
帯

数
が
多
い
。

●
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
時
点

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
に
新
ダ
イ
ビ
ル
が
完
成
。
そ
の
他
の

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
も
竣
工
し
た
た
め
堂
島
浜
、
堂
島
中
を
中
心
に

世
帯
数
が
減
少
。
昭
和
35
年
（
１
９
６
０
）、
曽
根
崎
新
地
１

丁
目
、
２
丁
目
で
微
増
し
た
が
昭
和
40
年
時
点
で
は
減
少
。
昭

和
25
年
と
比
べ
堂
島
上
2
丁
目
で
人
口
が
増
加
し
た
が
、
他
は

減
少
し
て
お
り
、
地
区
全
体
と
し
て
は
減
少
し
て
い
る
。
昭
和

40
年
代
に
は
昼
夜
間
人
口
比
率
が
大
阪
市
内
で
最
大
と
な
っ
た
。

●
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）
時
点

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
）、
都
市
計
画
決
定
に
よ
り
堂
島
側
沿

い
の
遊
歩
道
建
設
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
に
よ
り
堂
島
浜
通
の
世

帯
数
は
ほ
ぼ
０
と
な
る
。
昭
和
40
年
時
点
で
小
規
模
店
舗
が
並

ん
で
い
た
曽
根
崎
新
地
１
〜
３
丁
目
、
永
楽
町
、
堂
島
上
町
で

は
、
複
数
店
舗
の
区
画
を
ま
と
め
て
ビ
ル
が
建
設
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
目
立
ち
、世
帯
数
が
減
少
。
ま
た
、堂
島
中
町
に
も
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
昭
和
40
年
か
ら
の
20
年
間

で
世
帯
数
は
２
分
の
１
以
下
に
な
っ
た
。

●
現
在

堂
島
小
学
校
跡
地
に
で
き
た
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
ほ
か
、
堂
島

２
丁
目
を
中
心
に
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
進
む
。
こ
の
た
め
、
２

０
０
０
年
を
底
に
世
帯
数
が
増
加
。
昭
和
40
年
代
頃
の
世
帯
数

ま
で
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
飲
食
店
増
加
の
影
響
に
よ
り
、

昭
和
60
年
以
降
減
少
し
続
け
て
い
た
曽
根
崎
新
地
１
〜
２
丁
目

は
、
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
を
底
に
Ｖ
字
回
復
を
見
せ
て
い

る
。
大
阪
北
区
の
他
地
区
と
比
較
し
て
も
昼
夜
間
人
口
比
率
が

大
き
く
（
平
成
12
年
統
計
）、
住
居
よ
り
も
職
場
が
中
心
の
地

区
で
あ
る
傾
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

■堂島の地名変遷■堂島の世帯数の変遷

堂
島
の
町
名
と

世
帯
数
の
移
り
変
わ
り
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Ⅳ　堂島の「今」と「これから」

フ
ィ
ス
街
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
堂

島
は
連
合
振
興
町
会
、
い
わ
ゆ
る
町
会
の
活

動
が
盛
ん
だ
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に
す
れ
ば
ご
覧

の
通
り
、
ほ
ぼ
毎
月
何
か
し
ら
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

行
事
は
主
に
堂
島
地
域
集
会
所
（
堂
島
会

館
）
を
中
心
に
開
催
。
参
加
者
は
町
会
加
入

者
が
中
心
だ
が
、
企
業
が
連
携
し
た
節
分
の

お
水
汲
み
祭
り
や
堂
島
盆
踊
り
大
会
な
ど
は

会
員
で
な
く
て
も
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
ま

た
、「
お
隣
」
の
中
之
島
町
会
と
の
交
流
も

深
く
、
住
民
同
士
が
お
互
い
の
行
事
に
参
加

し
合
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
行
事
以
外
に
も
、
地
域
事
業
所

協
力
の
も
と
小
規
模
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
行
事
の
案
内
や
災
害

時
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
自
転
車
な
ど
の

放
置
禁
止
地
域
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
、
安

全
安
心
の
た
め
の
努
力
も
町
会
の
大
切
な
取

り
組
み
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
中
之
島
ガ
ー
デ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
花
壇
に
花
を
植
え
る
と
い
っ

た
、
美
化
活
動
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
に
Ｊ
Ｒ
東
西
線

が
開
通
し
、
北
新
地
駅
が
開
業
し
た
。
計
画

時
、
駅
の
仮
称
は
「
桜
橋
駅
」
だ
っ
た
が
、

地
域
の
名
前
を
駅
名
に
し
た
い
と
い
う
町
会

や
料
飲
協
会
の
人
々
の
要
望
に
よ
っ
て
変
更

さ
れ
た
と
い
う
。
地
元
を
愛
す
る
町
会
の

面
々
の
思
い
が
、
堂
島
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。

Ⅳ 

堂
島
の「
今
」と「
こ
れ
か
ら
」

【
堂
島
地
域
関
係
団
体
の
行
事
】

1
月

7
月

10
月

12
月

3
月

6
月

2
月

8
月

9
月

◎
堂
島
地
域
各
種
団
体
新
年
互
礼
会

　［
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
］

◎
え
び
す
祭（
天
神
さ
ん
） ［
北
新
地
］

◎
天
神
祭
北
新
地
巡
幸
宵
宵
宮
　

　
鳳
講
・
天
神
講 

◎
天
神
祭

◎
赤
い
羽
根
募
金  

北
区
民
カ
ー
ニ
バ
ル

　［
扇
町
公
園
・
北
区
民
ホ
ー
ル
］

◎
災
害
時
避
難
訓
練

　［
堂
島
ふ
れ
あ
い
広
場
・
堂
島
会
館
］

◎
堂
島
餅
搗
き
大
会

　［
堂
島
ふ
れ
あ
い
広
場
・
堂
島
会
館
］

　
北
区
愛
の
募
金

◎
歳
末
夜
警 

（
天
満
防
犯
協
会
堂
島
支
部
）

　［
拠
点
／
堂
島
会
館
］

そ
の
他
、通
年
行
事
と
し
て
花
植
え
、道
路
の
清
掃
、橋
洗
い

再
生
資
源
古
紙
集
団
回
収
事
業（
隔
年
毎
）、

日
帰
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー（
2
年
に
1
回
）、安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り（
毎
月
）

◎
堂
島
ふ
れ
愛
花
見
会 

［
堂
島
ふ
れ
あ
い
広
場
・
堂
島
会
館
］

◎
堂
島
地
域
活
動
協
議
会
等
委
員
総
会

　［
堂
島
・
中
之
島
老
人
憩
の
家
］

◎
堂
島
連
合
15
町
会
・

　
日
本
赤
十
字
運
動
社
資
募
金

◎
ふ
れ
愛
喫
茶 

（
百
円
喫
茶
）・
出
前
寄
席 

［
堂
島
会
館
］

◎
堂
島
節
分
祭
・お
水
汲
み
祭
り 

［
堂
島
薬
師
堂
］

◎
堂
島
盆
踊
り
大
会 

［
堂
島
ふ
れ
あ
い
広
場
］

◎
天
満
防
犯
の
夕
べ （
天
満
警
察
署
員
の
講
習
）　

　
地
蔵
盆 

［
浄
祐
寺
］

◎
敬
老
の
日
の
集
い・
金
婚
の
お
祝
い 

［
堂
島
会
館
］

　堂島連合振興町会の加入数は2014年１月
時点で343世帯（そのうち事業所数286）。
現在、堂島は住民が少なく、法人会員が多
いのが特徴になっている。町会への加入は、
住んでいる人だけでなく、堂島に住所のある
企業・事業所、また新しく会社を興す人でも
可能。会費は法人・個人共に月額1,000円
～。加入希望者はまずは住んでいる場所の
町会長に連絡を。堂島地域の詳細図に各町
会会長の連絡先が書かれている。

◎堂島連合振興町会への
　加入について

２月／ふれ愛喫茶（100円喫茶）・出前寄席3月／堂島ふれ愛花見会

7月／天神祭北新地巡幸宵宵宮

８月／堂島盆踊り大会10月／災害時避難訓練

12月／
堂島餅搗き大会

　堂島小学校跡地に建設された施設（堂島
地域集会所／通称・堂島会館）とグラウン
ド（堂島ふれあい広場）。「地域住民が気軽
に寄り合って互いに親睦を図り、そのコミュニ
ティ活動の場となる『地域集会所』や遠くに
出掛けることが困難な高齢者が、住み慣れ
た地域で親しく話し合え、その健康の維持・
増進、文化教養の向上」のため、堂島内
外の地域活動拠点として大切に利用されてい
る。3時間3,000円～で、どなたでも利用可
能。問い合わせ ☎06-6345-2688

地域のつながりの中心、
堂島会館（堂島ふれあい広場）。

秋から３月にかけて年に５回ほど実施。みんなで集ま
り、お茶を飲みながらおしゃべり。踊りや歌、落語
を上演したりすることも。また、内科医や歯科医を
招いた健康に関する講演会も毎年開催している。

旧堂島小学校のグラウンドである堂島ふれあい
広場には桜の木があり、春になるときれいに花
を咲かせる。テントを張り、花を見ながら、食事
や落語、講演などを楽しむ。

オフィス街のど真ん中、旧堂島小学校グ
ラウンドで毎年行われていた盆踊り大会
が、2013年、５年ぶりに復活。住民だ
けでなく、周辺企業で働く人や、専門学
校生など、誰もが楽しめる夏の恒例行事。
地元と企業の寄附で、氷や焼きそばなど
の出店も。

堂島ふれあい広場で中之島地域と合同で毎年開催。
北区役所、北消防署、女性会、水防団、地域防災リー
ダー、ＮＴＴ西日本、天満警察、桜橋渡辺病院などの
協力のもと、避難所開設訓練や災害ダイヤル操作、土
のうづくり、煙中体験、人命救助などさまざまな訓練が
行われている。堂島地区では、2008年にANAクラウン
プラザホテル大阪と提携し、ホテルの一部を一時緊急
避難所として提供する覚書を交わすなど、企業や事業所
も一体になった地域防災に取り組んでいる。

増尾記代香さん
堂島連合女性部長 
堂島地区民生委員児童委員

外の若い人も含めた「ご近所付き合い」を。

わたしの堂島物語 ⑤

堂
島
を
引
っ
張
る
、

町
会
の
活
動
。

　ずっと京都でしたので、大阪に慣れるのは５年かか
りましたね。板前の兄を手伝って北新地で働くように
なってから街の人とお付き合いが始まり、堂島に住
んでいます。北区の民生委員もしていて、お年寄り
と子ども、両方の見守りに目が行くし、堂島ガーデン
ブリッジで花の世話をするのも生活の一部ですね。
　最近はマンションが増えました。堂島生まれの子ど
もがここで育って、ご近所のいろんな世代と交流でき
たらおもしろいでしょうね。できれば地元の小学校に

通ってほしい。その方が非行なども防げます。三浦
雄一郎さんが校長を務めるクラーク国際高等学校も
堂島にできたので、生徒さんが盆踊りや地蔵盆に来
てくれるのが今は楽しみです。北区の他地域でも「地
蔵盆」って少ないんですよ。ひそかな自慢です。
　ただ、堂島でも北新地でも昔に比べると情のある
付き合いが弱くなっているように感じます。お店も簡
単に出せてダメならすぐ閉める、そんな風潮がちょっ
と心配ですね。

オ
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Ⅳ　堂島の「今」と「これから」

Ⅳ
堂
島
の「
今
」と「
こ
れ
か
ら
」

こ
れ
か
ら
も
、堂
島
で
。

―
住
む
・
働
く
人
が
期
待
す
る
こ
と
―

「
昔
は
会
社
に
よ
く

出
前
し
て
い
ま
し
た
。

今
は
一
見
の
個
人
客
が

多
い
時
代
で
す
ね
」

「
個
人
商
店
は

顔
と
信
用
が
大
事
。

堂
島
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た

の
は
そ
こ
で
す
」

「
昔
よ
り
今
の
方
が
、

町
内
の
行
事
が

盛
ん
な
気
が
し
ま
す
」

　

２
０
１
５
年
春
に
再
オ
ー
プ
ン

し
た
新
ダ
イ
ビ
ル
で
は
、
旧
館
の

名
所
だ
っ
た
「
屋
上
樹
苑
」
を
地

上
に
再
現
さ
せ
る
こ
と
に
腐
心
し

ま
し
た
。
ク
ス
、
モ
ミ
ジ
、
ケ
ヤ

キ
な
ど
元
々
あ
っ
た
樹
木
の
一
部

を
移
植
し
、
鮮
や
か
な
緑
が
ビ
ル

を
取
り
巻
く
「
堂
島
の
杜
」
で
復

活
し
ま
し
た
。
旧
館
４
階
の
外
壁

か
ら
張
り
出
し
て
い
た
シ
ン
ボ
ル

の
羊
は
補
修
と
防
水
を
施
し
、
庭

園
の
入
口
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ビ
ル
の
そ
ば
に
堂
島
や
北
新
地

が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
ナ
ン
ト
で

働
い
て
お
ら
れ
る
方
が
昼
も
夜
も

利
用
し
て
く
だ
さ
れ
ば
共
存
共
栄

に
な
り
ま
す
。
実
際
に
ビ
ル
が
で

き
て
か
ら
北
新
地
の
利
用
客
が
増

え
た
と
聞
き
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

新
ダ
イ
ビ
ル
の
大
き
な
特
長
は

１
フ
ロ
ア
の
面
積
が
広
い
こ
と
に

加
え
、
柱
が
窓
の
外
に
あ
る
の
で

死
角
が
な
い
こ
と
で
す
。
４
階
に

は
貸
会
議
室
が
あ
り
、
１
５
６
席

が
ゆ
っ
た
り
取
れ
る
会
議
室
１
は

今
回
の
堂
島
地
域
誌
お
披
露
目
会

の
会
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
間
に
堂
島
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
が
、
印
象
的
な
の
は
「
水
都
大

阪
」
の
復
活
で
す
ね
。
川
沿
い
の

テ
ラ
ス
は
盛
況
だ
し
、
船
着
き
場

も
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル
南

側
の
堂
島
川
右
岸
は
、
中
之
島
の

日
銀
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー

な
ど
の
景
観
が
美
し
い
場
所
な
の

で
、
河
川
敷
が
も
っ
と
憩
い
の
場

所
に
な
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
れ
ば

い
い
で
す
ね
。
日
本
全
国
の
米
取

引
を
扱
っ
て
い
た「
堂
島
米
会
所
」

跡
が
目
の
前
な
の
で
す
か
ら
。

　

ビ
ル
の
竣
工
に
合
わ
せ
、
川
沿

い
に
「
堂
島
公
園
」
の
施
設
を
改

修
し
、
大
阪
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

街
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

仕
事
は
地
域
振
興
関
係
で
す
。

以
前
は
出
張
か
ら
天
満
橋
の
事
務

所
に
戻
れ
ば
夜
中
で
、
伊
丹
の
自

宅
に
帰
ら
ず
泊
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
あ
と
10
年
は
仕
事
を

頑
張
り
た
い
、
家
庭
も
大
事
だ
し

…
と
欲
張
っ
て
夫
を
説
得
し
、
堂

島
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

　

大
阪
に
住
む
こ
と
の
抵
抗
感
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
初
対
面
の
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
か
ら
の
「
前
置
き

な
し
の
質
問
」
で
洗
礼
を
受
け
、

す
ぐ
慣
れ
ま
し
た（
笑
）。
飼
い

猫
も
仕
事
場
に
入
る
し
、
今
で
は

猫
に
癒
さ
れ
る
社
員
も
多
い
で
す
。

「
堂
島
」「
事
務
所
可
」「
猫
」
の

一
つ
が
欠
け
て
も
大
阪
暮
ら
し
は

実
現
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

堂
島
は
梅
田
と
違
い
、
懐
石
料

理
の
よ
う
に
小
さ
な
ビ
ル
や
老
舗

が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
ド
ー
チ
カ

は
商
店
街
っ
ぽ
い
し
、
休
日
に
北

新
地
を
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
の
も
楽
し

い
。
好
き
な
風
景
は
夕
暮
れ
の
渡

辺
橋
で
、
堂
島
川
の
向
こ
う
に
見

え
る
夕
日
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

最
近
は
地
元
の
盆
踊
り
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
町
会
活
動
が
盛

ん
な
の
で
、
今
後
は
も
う
少
し
地

元
と
関
わ
る
機
会
を
増
や
し
た
い

で
す
ね
。
あ
と
、
無
理
を
承
知
の

う
え
で
、
で
す
が
こ
こ
で
農
業
が

し
た
い
。
米
相
場
の
地
で
「
堂
島

産
の
お
米
」
っ
て
い
い
で
し
ょ
。

　

４
年
生
ま
で
は
曽
根
崎
小
学
校
、

５
年
生
か
ら
は
復
活
し
た
堂
島
小

（
P
14
）
に
通
い
ま
し
た
。
制
服

が
あ
っ
て
、
お
し
ゃ
れ
で
お
ぼ
っ

ち
ゃ
ま
の
感
じ
で
し
た
ね
。
校
歌

も
自
慢
だ
し
、
高
槻
や
神
戸
な
ど

校
区
外
か
ら
も
来
て
い
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
に
な
っ
て
か
ら
は
子
ど
も
会

の
会
長
と
し
て
海
水
浴
に
も
行
き

ま
し
た
。

　

四
つ
橋
筋
沿
い
の
路
面
店
を
ビ

ル
に
し
て
、
今
は
地
下
で
す
。
以

前
に
比
べ
て
口
コ
ミ
の
女
性
客
や

一
見
さ
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
家

業
で
地
道
に
や
っ
て
い
る
店
が
少

な
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

以
前
は
市
電
の
「
堂
島
電
停

前
」、
中
日
新
聞
の
北
隣
に
仕
事

場
兼
住
ま
い
が
あ
り
、
結
婚
後
も

そ
こ
に
親
父
た
ち
と
住
ん
で
い
ま

し
た
。
私
ど
も
は
ず
っ
と
個
人
商

店
で
す
が
、
あ
の
頃
の
社
長
は

「
顔
」
の
信
頼
を
大
事
に
す
る
人

た
ち
だ
っ
た
の
で
、
発
注
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
大
手
の
代
理
店

か
ら
よ
く
イ
ヤ
ミ
を
言
わ
れ
ま
し

た
（
笑
）。
子
ど
も
は
３
人
と
も

堂
島
小
学
校
を
出
て
い
ま
す
。
孫

も
含
め
て
ご
近
所
で
食
事
会
を
す

る
の
が
最
近
の
楽
し
み
で
す
ね
。

い
い
店
が
多
い
堂
島
な
ら
で
は
、

の
こ
と
で
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
北
新
地
で
両
親

が
食
堂
を
し
て
い
て
、
当
時
手
に

入
れ
た
堂
島
の
家
に
住
ん
で
い
ま

す
。
堂
島
小
に
通
い
、
16
歳
ま
で

こ
こ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
近
く
に

小
学
校
が
な
い
の
は
仕
方
な
い
で

す
が
、
昔
は
﹇
出
入
橋
き
ん
つ
ば

屋
﹈
の
前
に
児
童
公
園
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
子
ど
も
の
遊
び
場
が

も
っ
と
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い

る
し
、
そ
れ
に
参
加
す
る
と
地
元

の
方
の
顔
も
見
え
る
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
ご
近
所
は
大
事
で
す
。

堂島で90年以上続く蕎
麦屋［深川］店主。堂
島小学校が統合された
後の北小学校のPTA会
長も務める。

酒造会社を中心に、看
板や立体広告物で90年
近く続く［花園］の店主。
昭和35年（1960）に結
婚。

結婚後、以前住んでい
た堂島の住居にリター
ン。子どもは北区内の
公立小学校に通う。

製薬会社や新聞社、展示場勤務を経て独立。
2013年秋に堂島に転居、事務所兼用に。

片桐俊之さん
林 幸司さん
鈴木祐大さん
ダイビル株式会社 広報室

松井一
はじめ

さん

谷澤庸
のぶさだ

禎さん
・左恵子さん

竹田潤一さん
・さおりさん
彩夏さん・悠馬くん

竹川智子さん
株式会社フラン代表取締役

「
職
住
一
致
に
は
お
す
す
め
の
街
で
す
。

散
歩
も
楽
し
い
し
夕
日
も
き
れ
い
。

早
く
農
業
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」

「最近は何かいいことがあると、堂島薬
師堂さんに感謝のお参りをしています」。

「旧館を設計した村野藤吾は、誰にも受
け入れられ、かつ愛される動物であると
の理由で羊の像を設置したと聞いていま
す」。左から林さん、片桐さん、鈴木さん。
羊は旧ビルの取り壊しにあたり、地域から
保存の要望を受けて地上に引っ越した。
新ダイビルは火災や地震、洪水などの災
害やテロ、犯罪、システムの不具合から
会社や事業を守り継続させるためのBCP
（Business Continuity Planning）も
準備している。

下右／旧館竣工当時のダイビル社長・
工藤友惠（人物左）と日本野鳥の会初
代会長の中西悟堂。下／中西悟堂の進
言により、屋上樹苑には鳥の水浴び場
が設けられた。『ダイビル75年史』より

「
堂
島
の
杜
や
か
わ
い
い
羊
と
共
に
、

歴
史
あ
る
川
べ
り
の
街
づ
く
り
で

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
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